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今
昔
物
語
集
卷
第
十
五
は
五
十
四
篇

の
往
生
説
話
を
收
載
せ
る
も
の
と
し
て
注
意
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
卷
第
十
五
が
、
卷
第
十

一
か

ら
初
ま
り
、
卷
第
二
十
に
絡
る

「
本
朝
部
付
佛
法
」
中
で
、
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
本
朝
部
付
佛
法
」
の
概
略
は
、
卷
第
十

一
に
佛
法
傳
來
史
話
と
し
て
、
わ
が
國
に
佛
教
が
受
容
せ
ら
れ
た
最
初

の
理
解
者
で
あ
り
、

爲
政
者
と
し
て
興
隆
に
貢
獻
の
あ
つ
た
、聖
徳
太
子

の
こ
と
に
筆
を
起
し
、法
相

。
三
論

.
律

・
眞
言

・
天
台
等

の
顯
密

の
諸
教
の
傳
來

に
つ
い
て
物
語
る
と
と
も
に
、
行
基

・
役
優
婆
塞

・
婆
羅
門
僣
正
等

の
事
項
が
含
め
ら
れ
、
恐
ら
く
李
安
時
代
に
勢
力
を
維
持
し
て
い

た
諸
宗

の
傳
來
と
、
こ
の
書
の
成
立
時
代
、多
く
の
信
仰
を
吸
收
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
、
高
僭
に
つ
い
て
收
録

せ
ら
れ
、
上
代
の
佛

教

が
多
彩
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
次

い
て
第
十
三
～
卅
八
は
天
皇

・
皇
后

.
貴
族

。
高
僭

・
武
人

・
修
行
僭
の
寺
院
造
立
に
關
す
る
縁
起

物
語
で
あ

つ
て
、
必
ず
し
も
建
立
年
次
、
又
は
創
建
者
の
身
分
階
級
に
よ
つ
て
、
順
序
を
追
う
た
も
の
で
な
く
、
雜
纂
的
に
編
集
し
、

佛
像
又
は
そ
の
素
材
に
纒
る
靈
驗
譚
が
加
味
せ
ら
れ
て
い
て
、
本
詭
話
集
の
各
々
が
、
唱
導
中

の
例
話
と
し
て
の
利

用
効
果
を
ね
ら
つ

た
も

の
で
あ
る
と
の
、
本
書
全
體
の
成
立
の
性
格
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

一



二

卷
第
+
二
は
造
塔
奇
談
、
法
會
の
起
源
読
話
、
本
尊
の
靈
威
と
法
華
經

の
靈
驗
譚
で
あ
つ
て
、
こ
の
法
華
經
の
靈
驗
譚
は
卷
第
+
三

の
全
卷
と
、更
に
第
十
四
卷

の
第
二
十
九
話
に
及
ぶ
、
實
に
總
數
九
十
の
読
話
が
擧
げ
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
の
み
を
以

つ
て
し
て
も
、本
書

の
成
立
が
如
何
な
る
佛
教
文
化
圈
、如
何
な
る
時
代
に
お
い
て
、作
業
が
進
あ
ら
れ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
卷
第
十
四

の
殘
餘
は
大
般
若
經
、

心
經
、
金
剛
般
若
經
、
仁
王
經
、
方
廣
經
、
涅
槃
經
、
陀
羅
尼
等
の
法
力
に
よ

つ
て
、
諸
難
を
冤
れ
た
こ
と
等
で
あ
る
。
卷
第
十
五
全

卷
五
十
四
の
説
話
は
、
全
篇
往
生
譚

で
あ
つ
て
、
見
方
に
よ
れ
ば
往
生
傳

の
性
格
を
持

つ
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
卷
第
十
六
は

觀
音
の
靈
驗
譚
で
盛
ら
れ
、
卷
第
十
七
は
地
藏

・
虚
空
藏

・
彌
勒

・
文
殊

.
普
賢

.
毘
沙
門
天

.
吉
禪
天
女

.
妙
見

.
執
金
剛
神

.
仁

王
等
の
菩
薩

・
天
部
等
の
靈
驗
譚
で
あ
る
が
、本
卷
五
十
の
説
話
中
、
初
め
の
卅
二
話
は
地
藏

の
靈
驗
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
卷
第
十

九
は
出
家
の
機
縁
譚

(
一
～
一
八
)
と
、他
は
善
惡
應
報

の
因
縁
譚
、
卷
第
二
十
は
天
狗
に
關
す
る
十
二
の
説
話
と
蘇

生
譚
、
利
慾
慳
貪
に

よ
る
惡
因
惡
果
の
當
來
の
應
報
や
、
現
報
の
物
語
、
最
後
は
世
善
に
よ
つ
て
善
報
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
の
、
佛
敏
的
理
解

の
物
語
等

で
あ
(犯

以
上
の
如
き
比
重
を
以
て
、
全
體

の
ス
ペ
ー
ス
が
占
め
ら
れ
な
が
ら
、
し
か
も
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
て
、何
等
の
不
安
を
も
感
ぜ
し
め
な

い
こ
と
は
、説
法
唱
導
の
例
話
と
し
て
引
證
せ
ら
れ
る
、
必
要
量
に
比
例
す
る
も
の
で
、
本
書
製
作

の
行
動
的
意
志

が
奈
邊
に
存
し
た
か

が
知
ら
れ
る
が
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏
返
し
て
言
え
ば
、
法
華
經
の
靈
驗
譚
、
極
樂
往
生
、
觀
音

の
靈
驗
に
次

い
で
、
地
藏
の
信
仰

が
多
く
勸
め
ら
れ
た
、當
時

の
信
仰
状
況
を
も
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
往
生
傳
と
し
て
今
昔
物
語
を
見
る
と
き
、
そ

の
本
命
と
す
る
と
こ

ろ
は
、
卷
第
十
五
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
卷
第
十
五
を
中
心
と
し
て
、
前
後
の
各
卷
に
見
ら
れ
る
往
生
説
話
を
摘

出
し
て

一
篇
を
編
す
れ
ば
、
わ
が
國
往
生
思
想
史
が
構
成
せ
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



　二く

今
昔
物
語
集
卷
第
十
五
の
五
十
四
の
往
生
者
の
説
話
の
素
材
は
、
日
本
往
生
極
樂
記
に
據
る
者
は
、
元
興
寺
智
光
頼
光
、
元
興
寺
隆
海
、

東
大
寺
明
砧
、
藥
師
寺
濟
源
、
定
心
院
成
意
、
叡
山
頸
下
有
痩
僭
、
梵
釋
寺
条
算
、
横
川
尋
靜
、
定
心
院
春
素
、
比
叡
山
明
清
、
石
山

眞
頼
、
千
觀
内
供
、
法
廣
寺
夲
珍
、
如
意
寺
増
砧
、
小
松
寺
玄
海
、
如
法
寺
藥
連
、
大
日
寺
廣
道
、
攝
津
國
樹
上
人
、
賀
古
驛
教
信
、

比
叡
山
眞
覺
、
河
内
國
尋
砧
、
源
憩
、
高
階
良
臣
、
小
松
天
皇
御
孫
尼
、
池
上
寛
忠
僣
都
妹
尼
、
伊
勢
國
飯
高
郡
尼
、
近
江
守
彦
眞
、

藤
原
佐
世
妻
、
女
藤
原
氏
、
伊
勢
國
飯
高
郡
老
嬢
、
加
賀
國
女
、
近
江
國
坂
田
郡
女
の
三
十
二
條
で
あ
り
、
續
本
朝
往
生
傳
に
よ
る
も

の
は
、鎭
西
の
千
日
講
聖
人
で
あ
る
。
就
中
、往
生
極
樂
記
と
法
華
驗
記
の
兩
者
に
、読
話
の
構
成
素
材
を
求
め
た
も
の
は
、
藤
原
義
孝
、

越
智
盆
躬
の
二
條
で
あ
り
、
法
華
驗
記
に
よ
る
も
の
は
比
叡
山
西
塔
仁
慶
、
同
横
川
境
妙
、
始
丹
後
國
迎
講
聖
人
、
鎭
西
餌
取
法
師
、

加
賀
國
尋
寂
、
美
濃
國
藥
延
、
高
階
成
順
、
尼
釋
妙
、
源
雅
通
、
藤
原
仲
遠
、
長
門
國
阿
武
大
夫

の
十

一
條
で
あ
る
が
、

越
中

前

司

藤
原
仲
遠
は

「年
來
法
花
經
ヲ
持
テ
ル
ニ依
テ
、
必
ス
兜
率
天
上
二
生
レ
ヌゾ
」
ど

「
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
」
も
の
で
あ
り
、
阿
武
大
夫
は

「
我
レ
法

花
經
ヲ
讀
誦
セ
シ
カ
ニ
依
テ
、今
兜
率
天
上

二
生
レ
ヌ
ト
」
自
ら
語

つ
て
い
る
の
で
極
樂
往
生
者
に
數
え
上
げ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
他

の
九

條
中
、
拾
遺
往
生
傳
中
に
仁
慶
、
境
妙
、
尋
寂
、
藥
延
、
尼
釋
妙
、
源
雅
通
の
傳
は
載
せ
ら
れ
る
の
で
、
往
生
傳
作
者

の
共
通
意
識
を

離
れ
、
今
昔
物
語
集
の
作
者
が
、自
「ロ
の
獨
自

の
見
解
に
基

い
て
、
法
華
驗
記
に
素
材
を
探
索
し
た
の
は
、
三
條
に
限

ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
往
生
説
話

の
素
材
が
、
往
生
傳
や
法
華
驗
記
に
よ
ら
ず
し
て
、當
時
廣
く
世
に
流
布
し
た
傳
承
を
採
收
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、

醍
醐
寺
觀
幸
入
寺
、
比
叡
山
僭
長
増
、
始
雲
林
院
菩
提
講
聖
人
、
始
丹
後
國
迎
講
聖
人
、
北
山
餌
取
法
師
、
源
信
僣
都
母
尼
、
鎭
西
筑

(M
)

前
國
流
浪
尼
、
造
惡
業
人
、
仁
和
寺
觀
峰
威
儀
師
從
童
の
九
條
で
あ
る
。

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

三



四

卷
第
十
五
の
五
十
四
の
詭
話
の
配
列
編
集
法
は
、
既
に
多
く
の
素
材
を
求
め
た
日
本
往
生
極
樂
記
や
、
法
華
驗
記

の
指
針
に
、
意
識

的

に
準
據
す

べ
き
こ
と
は
當
然
で
あ

つ
て
、
概
括
的
に
は
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
の
四
衆
の
次
第
に
よ

つ
て
い
る
が
、
各

そ

の
グ

ル
ー
プ
中

の
配
列
は
、
法
華
驗
記

の
中
下

の
兩
卷
に
取
材
し
た
も
の
は
、
概
略
、
驗
記
の
排
列
順
序
に
從

つ
て
い
る
が
、
日
本

往

生
極
樂
記
の
順
序
に
は
、
殆
ん
ど
依

つ
た
形
跡
が
な
い
。

日
本
往
生
極
樂
記
の
編
者
慶
滋
保
胤
は
、
そ
の
序
に

大
唐
弘
法
寺
釋
迦
才
撰
一一淨
土
論

一。
其
中
載
二往
生
者
廿
人
り
迦
才
日
、
上
引
二經
論
二
教
一證
二往
生
事
絢
實
爲
二良
驗
殉
但
衆
生
智
淺

不
レ達
二
聖
旨
殉

若
不
レ記
二
現
往
生
者
殉不
レ得
レ勸
二
進
其
心
一。

誠
哉
斯
言
。
又
瑞
應
傳
所
レ載
。三
十
餘
人
。
此
中
有
下
屠
レ牛
販
レ
難
者
。

逢
二善
知
識

一十
念
往
生
加
予
苺
レ
見
二此
輩
一彌
固

一其
志
殉
今
檢
下國
史
及
諸
人
別
傳
等
有
二異
相
往
生
一者
⑳
兼
亦
訪
二於
故
老
絢
都
慮
得

二

(4
)

四
十
餘
人
殉
予
感
歎
伏
膺
聊
記
二操
行
一

と
あ

つ
て
、
そ
の
撰
述
の
先
蹤
や
目
的
が
明
白
に
せ
ら
れ
て
い
る
。
保
胤
の
本
朝
の
往
生
人
探
索

の
規
準
は
、

「
有
二異
相
往
生
一者
」

で
あ

つ
て
、
彼
自
身
の
考
慮
の
う
ち
に
は
「販
難
爲
業
」
の
張
鍾
馗
は
、
臨
絡

に
惡
相
を
現
じ
な
が
ら
、

「
酉
時
値
善
光
寺
念
佛
僭
弘
道
。

令
鋪
聖
像
。
念
阿
彌
陀
佛
」
じ
、
又
「、殺
牛
爲
業
」
す
汾
州
人
は
、臨
絡

の
惡
相
か
ら
當
來
の
受
苦
を
睨
せ
ん
が
た
め
に
請
僭
し
て
、
　、師

誦
佛
經
。
如
弟
子
重
罪
還
救
得
否
」
を
尋
問
し
、

「觀
經
中
論
臨
絡
十
念
尚
得
往
生
。
佛
豈
妄
言
。」

の
教
示
に
よ

つ
て
、

「
忽
爾
異

(5
)

香
滿
室
便
絡
」
つ
た
と
、
傳
え
る
瑞
應
傳

の
印
象
は
、
寛
和
二
年
入
道
し
、
更
に

「經
二歴
諸
國
一廣
作

一佛
事
殉
若
有
二佛
像
經
卷
殉
必
容

(6
)

止
而
過
。
禮
節
如
レ在
。
雖
レ乘
二強
牛
肥
馬
ゆ
獪
涕
泣
而
哀
。
慈
悲
被
二
禽
獸

一」
と
、傳
え
ら
れ
る
如
き
保
胤
は
、既

に
そ
の
類
に
非
ざ
る

佛
縁
値
遇
を
喜
ぶ
と
共
に
、
佛
説
の
不
虚
と
、
彌
陀
攝
取
の
慈
恩
に
感
泣
す
る
の
み
で
あ
る
。

極
樂
記

の
排
列
順
序
は
僭

・
沙
彌

・
尼

・
在
俗
男

・
同
女
と
な

つ
て
い
て
、
身
分
卑
し
き
老
婦
ど
い
え
ど
も
、
李
生

佛

に
歸

す

る
心
厚
き
も
の
の
み
で
・

歪

造
惡
の
輩
に
は
及
ん
で
い
課

。
續
本
朝
往
生
傳

の
作
莫

江
匡
房

(
一
〇
四
一

=

=

)
は
、
慶
保
胤
の
攀



記
に
次
い
で
、

「其
讐

馨

亦
往
往
而
在
・
予
近
有
レ所
レ感
・
輅

二蒭
蕘
訪

二朝
墅

或
探
二前
記
之
遺
塰

覆

二其
後
善

)
と

言

つ
て
、
續
本
朝
往
生
傳
撰
述
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
載
せ
る
と
こ
ろ
の
往
生
人
は
、
男
三
七

・
女
五

の
總
數
四
二
名
、
そ

の
傳
記
の
排
列
方
法
は
、

天
皇

.
公
卿

・
僭
侶

・
在
俗
男

・
同
女
と
な
り
、

こ
の
女

の
中
に
は
尼
が
混
入
し
て
い
る
。

瑞
應
傳
の
排

列
順
位
は
比
丘

.
比
丘
尼

。
沙
彌

。
童
子
の
如
く
佛
家
を
先
行
し
、
在
俗
者
は
國
王

・
皇
后

・
官
人
と
次
第
し
、
更
ら
に
在
俗
の
庶
民

男
女
に
區
分
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
る
に
續
本
朝
往
生
傳

の
編
者
自
身
は

「功
徳
之
池
雖
レ
遠
。
見
レ賢
思
レ齊
。
生
死
之
山
雖
レ高
。

恃
レ誓
欲
レ
越
。
何
況
我
朝
念
二西
方
一途
二素
意
一之
者
。
古
今
不
レ繦
。
」と
羨
望
の
念
止
み
難
く
、
「
備
二諸
結
縁

二

た
め
に
、
「
上
自
二國

(　
)

王
大
臣
過

下
至
二僭
俗
婦
女
殉

都
慮
四
十
二
人
。
粗
記
二行
業
一」
と
、
本
書

の
構
成
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
匡
房
が
瑞
應
傳
や

往

生
記
の
撰
述
體
裁
を
破
棄
し
て
、繪

の
上
に
國
王
大
臣
の
傳
を
叙
し
た
こ
と
は
、破
格
で
あ

つ
て
、彼
自
身
、
後
三
條
天
皇
の
東
宮
の
時

の
侍
讀
と
な
つ
て
信
任
厚
く
、
記
録
莊
園
劵
契
所
の
中
心
人
物
と
し
て
政
策
を
推
進
し
、白
河
院
政
下
で
は
院
別
當

と
な

つ
て
、
重
任
を

負
荷
し
た
。
以
上
の
閲
歴
が
、
然
ら
し
め
た
も
の
と
解
す
る
以
外
に
、
解
決
の
方
法
が
な
い
。
故

に

一
生
造
惡
不
善

の
輩
に
つ
い
て
は
、

言

及
す
る
に
及
ぼ
ず
、
在
俗
の
男
も
散
位
小
槻
兼
任
を
最
下

の
身
分
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
て
三
善
爲
塁

讒

)は
・「
今
接
二江
家
續
往
生
之
傳
濠

霊

ハ古
今
驀

之
璽

乞

て
・
拾
遺
往
生
傳
・後
拾
遐

往
生
傳
各
三
卷
を
撰
述
し
た
が
、
そ
の
曷

は
・拾
遺
往
生
傳
卷
中
の
序
に
・
「予
爲
レ勸
二後
人
念
佛
春

濠

拾

二先
逹
傳
記
瓷

齢
广m
～

と
、明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、各
先
逹
が
仰
い
だ
信
仰
樹
象

の
誓
願
に
つ
い
て
、
後
拾
遺
往
生
傳
卷
上
の
序
に
、
「夫
彌
陀
有
レ
誓
二

子
娑
婆
組
雖
二
一
念
一不
レ捨
。
南
淨
胥
レ縁
二干
西
土
↓
雖
二十
惡
一無
レ嫌
。
屠
見
絡
命
之
曉
。
覺
月
照
二發
露
之
腮
↓

獵
徒
瞑
目
之
時
。

奇
香
薫
二見
火
之
室
殉」
と
述

べ
て
、
そ
の
盆
は

一
生
造
罪
の
屠
兒

・
獵
徒
に
筆
を
進
あ
て
、

「
彼
何
人
乎
。
誰
不
二
庶
幾

一」
と
、
自
己

C　
)

の
救
濟
を
願

つ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
爲
康
は
、恐
ら
く
保
胤
の
往
生
記
序
の
指
示
に
從

つ
て
、
迦
才
の
淨
土
論
卷
下

の
「
第
六
引
現
得
往

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

五



六

生
人
相
貌
L
中
・
特
優

箋

得
笙

者
の
内
、

「其
性
麁
險
.
又
不
・信
二因
塁

螯

二殺
獵
爲

・業
」
し
た
無
名
の
徒
は
、
(髦

・

疾
臨
絡
・

備
見
二地
獄
萱

ハ・

及
所
レ殺
衆
霊

來
隻

叩
L
る
如
き
惡
相
を
現
じ
乍

り
、
知
識

の
勸
め
に
よ
つ
て
+
念
笙

し
な

し
と
、

及
び
藩

傳
の
襄

爨

永
徽
九
籬

経

見
宅
南
群
饕

.
忽
見
天

著
緋
選

鸚

嚊

、麟

其
難
四
度
上
啄
兩
眼
.

出

血
在
床
L
の
張
簷

は
、
善
知
識
の
教
え
に
よ
り
、
ラし
の
轟

を
轉
じ
て
笙

蠎

た
。、
と
の
事
例
は
、
彼
の
撰
逋
の
往
生
傳

に
強
。

く
反
映
し
て
い
る
・
印
ち
い
わ
ゆ
る
殺
生
を
事
と
す
る
俗
人
、肉
食
妻
帶
の
破
藩

の
往
生
例
を
見
箜

」
と
は
、そ

の
特
魯

せ
り
れ
る

倒

日
本
古
典
文
學
大
系

『
今
昔
物
語
集
』
三
の
解
説

に
は
、
卷
第
十
五
の
五
十
四
の
往
生
譚
の
主
體
を
ま
と
め
て
、

a

1
-.,1
10

僭
侶

(
一
〇
ま
で
は
身
分
高
き
僣
、
二
六
以
下
は
沙
彌
)

b

三

一
～
三
五

臨
絡
に
出
家
し
た
朝
臣

c

三
六
～
四

一

皇
孫
も
し
く
は
高
僭
の
身
内
の
女
性

d

四
二
～
四
五

朝
臣

・
上
席
の
地
方
官

e

四
六

・
四
七

殺
生
無
慚
の
地
方
官

f

四
八

・
五
三

在
俗
の
女
性

9

五
四

僣
侶
に
仕
え
た
下
童

と
、
説
話
の
序
列
を
概
括
し
、
各
説
話
の
接
續
關
連
す
る
點
に
も
注
意
せ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
・
身
分
地
位
に
よ

つ
て
細
分
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
類
別
に
よ
れ
ば
、
三

～
里

を
臨
軽

出
家
し
た
朝
臣
と
、



高

貴

又

は
高

僣

の
身

内

の
女

性

に

二
分

せ
ら

れ

て

い

て
、

そ

の
安

當
性

も

認

め

ら

れ

る

が
、

流

浪

尼

の
如

き
下

層

階

級

の
女

性

が
包

括

せ
ら

れ

、

そ

の
名

に
相

應

せ

ぬ
矛
盾

も

あ

る

。

む

し

ろ

三

一
～

三

五

の
臨

絡

に
出

家

し

た
朝

臣

の

一
群

は
、

そ

の
前

の
僭

侶

に
編

入

し
、

別

に

一
項

目

を
竭

げ

ぬ

の
が

至
當

と
考

え

ら

れ

る
。

印

ち

入
道

眞

覺

は
山

に
登

つ
て

「
眞

言

ノ
密

法

ヲ
學

フ
。
兩

界

及

ビ
阿
彌

陀

ノ
法

ヲ

持

テ
、

毎

日

三

時

二
此

ノ
法

ヲ
行

ヒ
テ
、

一
生

ノ
間

不

斷

ザ
リ
ヶ
リ
。
」

と
あ

り

、

入

道

尋

砧

は

「
道

心

深

ク
發

二
ヶ
レ
バ
、
出

家

シ
テ
後

、

妻

子

ヲ

離

レ
テ
、

和

泉

ノ
國

、

松

尾

ノ
山

寺

二
移

リ
住

シ
」

た
人

で
あ

る
。

又

病

に
よ

り

出

家

し

た
源

憩

は
、

「
忽

二
髻

ヲ
切

テ
出

家

シ
テ
ヶ
リ
」
と
慱

え

ら

れ

る
。

出

家

年

時

は

二
十

餘

の
程

で
あ

る
。

高

階

良

臣

は
老

後

に
、

「
深

ク
佛

法

ヲ
信

ジ
テ
、
現

世

ノ
名

聞

・
利

養

ヲ
弃

テ
、
」
た

法
華

讀

誦

・
稱

名

念

佛

の
典

型

的

天

台

淨

土

教

の
念

佛

者

で
、

そ

の
「
髻

ヲ
切

テ
、

僣

ト
成

テ
戒

ヲ
受

ヶ
」
た

の
は
、

死

に
先

立

つ
こ

と

五

日

で

あ

る
。

筑

前

守

高

階

成

順

は

父

母

の
制

止

を

斥

け

、

「
偏

二
此

ノ
世

ノ
事

ヲ
不

思

ズ
シ
テ
、
ロ
ハ
、

後

世

菩

提

ヲ
願

フ
。

途

二
髻

ヲ
切

テ
、
櫓

ト
成

テ
戒

ヲ
受

ヶ
テ
、

名

ヲ
乘

蓮

ト
云

・
」
と
あ

つ
て
、
入

道

以
後

、

な

お
在

家

生
活

を
繼

續

す

る
、

從

來

の
形

式

的

に
老

後

又

は
臨

絡

に
入

道

す

る

の

と
、

そ

の

生
活

内

容

を
異

に
す

る

か

ら

で

あ

る
。

又

小

松

天

皇

御

孫

尼

以

下

の
女

性

は
、

源

信

僭

都

母

尼

と
筑

前

國

流

浪

尼

以

外

は
、

す

べ

て

「
出

家

シ
テ
尼

ト
成

」

つ
た
事

實

が
傳

え
ら

れ

て

い

る

の

で
、

こ
れ

等

を

】
括

し

て
比

丘

尼

の
項

を

建

て
る

べ
き

で
あ

る
。

よ

つ

て
概

觀

す

れ

ぼ

比

丘

(
一
～
三
五
)
、

比

丘
尼

(
三
六
～
四

一
)、

在

俗

の
男

性

(
四
二
～
四
七
)、

在

俗

の
女

性

(
四
八
～
五
三
)
下

童

(
五
四
)
に
分

け

ら

れ

る

。

も

ち

ろ

ん
、

比

丘

の
中

に
お

い

て
も
、

そ

の
生
活

樣

式

や
出

家

の
年

代

の
遲

速

に

よ

つ
て
、
更

に
區

分

も

せ

ら

れ

る

が

、
特

に
注

意

せ
ら

れ

る
點

は
、
從

來

の
往

生

傳

が
、
四

衆

に
よ

つ

て
類

別

せ

ら

れ

る

の

に
對

し

、
「
人

セ
シ
ク
」
と
、
蔑

覗

せ

ら

れ

る
奴

婢

階

級

者

が
、
一
科

と

し

て

立

て
ら

れ

て

い
る
點

は
、
人

姓

の
李

等

精

神

に

反

す

る

立
場

に

立

つ
よ

う

で

あ

る
。

又

大

江
匡

房

が
、
先

ず

天

皇

・
公

卿

の
傳

を

冐

頭

に
位

置

せ

し

め

た
編

纂

法

を

、

日

本

的

自

覺

に
萌

す

も

の

で
あ

る

と

理

解

す

れ

ば

、

三

善

爲

康

が

慶

滋

保

胤

の
菩

薩

二
、

比

丘

二

六
、

沙

彌

三

、

比

丘

尼

三

、

優

婆

塞

四

優

婆

夷

七

の
編

纂

法

に
復

歸

し

た

こ
と

は
、

一
種

の
退

行

現

象

と

受

留

め

ら

れ

る

。

し

か

し
更

わ
が
國
往
生
傳
史
上

よ
り
見
た
今

昔
物
語
集
作
者

の
性
向

七



八

に
三

善

爲

康

も

差

別

せ

な

か

つ
た
下

童

を
、

今

昔

が

四
衆

の
埓

外

に
食

出

さ

し

め

た
考

慮

は
、

何

に
因

る
も

の

で
あ

ろ

う

か
、

恐

ら

く

作

者

の
身

分

に

よ

る
潔

癖

性

以

外

に
、

理

解

を
求

め

る
方

法

は
な

い

と
思

う

。

以

上

の
如

く

五
類

に
概

括

せ

ら

れ

る
中

、

第

一
の
男

性

の
な

か
、

幼

時

よ

り

出

家

し

て
求

道

し

た
者

一
～

三

〇

と
、

初

め

は

俗

に

し

て
後

に

道

心

を
發

し

て
出

家

修

道

し

た

三

一
～

三

五

に
區

分

せ

ら

れ

る
。

更

ら

に
前

者

に

つ

い
て

は
地

域

的

に

は
、

文

化

の
中

心

圏

と
、

及

び

そ

の
周

邊

等

に
も

分

け

る

こ

と

が
出

來

る

が
、

最

も

そ

の
主

體

の
性

格

を
意

義

づ
け

る

も

の

と

し

て

は
、
出

家

の
後

、
顯

教

か
密

教

の
法

文

を

學

び

、

又

は
顯

密

の

二
敏

を

兼

學

し
、

そ

れ

ぞ

れ

行

法

を

修

し

た

身

分

あ

る

學
僣

か

ら

轉
向

し

て
、

淨

土

の
往

生
行

を
修

し

た

も

の
(
一
～

=
ハ
)、

學

問

に

は

否
定

的

に
背

を
向

け

て
彌

陀

を
念

じ

た
修

行

僭

(
一
七
～

三
〇
)
に
分

け

る

こ
と

が

出

來

る

。

更

に

後

者

に
お

い

て
は

「
常

二
山
林

へ
參

リ
、

不

至

ザ
ル
靈

驗

所

无

シ
」
と

の
夲

珎

、
「
佛

3
念

ジ
經

ヲ
讀

一ア
、

更

二
他

ノ
事

无

シ
」

と

言

う

埔

砧
、

「
後

ニ
ハ

妻

子

ヲ
離

レ
世

間

ヲ
弃

テ
」
た
、
玄

海

の
如

き

聖

的

行

動

に
富

む
僭

(
一
八
～
一
二

)、

講

の

主
宰

者

(
二
二
～

二
四
)
、

沙
彌

(
二
六
～
三
〇
)
に
類

別

せ
ら

れ

て

い

る
。

更

ら

に
文

化

の
中

心

地

域

に
お

い

て
、
當

時

佛

教

の

二
大

中

心

と

せ
ら

れ

る

、
奈

良

と
京

都

の
文

化

圏

に
分

け

ら

れ
、

奈
良
に
つ
い
て
の
三
話
は
・
簔

魁

響

・隆
海
(八
八
六
)、
盟

劃

)
、
縹

(調

)
と
排
列
せ
ら
れ
て
い
る
.
奪

の
如
き

例

を
以
て
、

一
部
列
傳
體
的
編
纂
法
を
採
用
せ
る
も
の
で
あ
る
と
の
読
も
、
了
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

次

い
で
考
察
す

べ
き
點
は
、
卷
第
十
五
は
そ
の
説
話
の
原
據
を
、
日
本
往
生
極
樂
記
ど
法
華
驗
記
に
よ
る
と
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
法
華
驗
記
に
往
生
者
の
傳
記
を
採
訪
し
た
こ
と
は
、
今
昔
物
語
作
者
の
獨
自
の
見
解

に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
、
又
は
そ
の
成
立
時
點
に
お
け
る
、
共
通
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
往
生
者
を
決
定
付
け
る
基
礎
條
件
は
、



「
異
相
往
生
」
者
と
す
る
こ
と
は
、
日
本
往
生
極
樂
記
以
來
、
法
然
淨
土
敏
開
創
以
前

の
傳
統
で
あ
る
。
今
昔
物
語
作
者
も
夲
生
の
宗

教
的
行
動
と
臨
絡
の
異
相
を
擧
げ
、

「
必
ズ
極
樂
二
往
生
セ
ル
人
也
ト
知
ア
、
貴
ビ
ヶ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」

と
言
う
、
今
昔
獨
特
の
説

話
構
成

の
定
型
に
よ
つ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
書
の
作
者
が
、
絡
始
こ
れ
等
の
往
生
人
の
信
仰
に
對
し
て
、

文
學
者
と
し
て
傍

觀
者
的
態
度
で
臨
ん
で
い
た
の
か
、
又
は
拾
遺
往
生
傳
の
作
者
三
善
爲
康
の
如
く
、
天
台
教
團
に
對
し
て
・
自
由
人
的
立
場
に
立
つ
念

佛

信
仰
者

で
あ
り
得
た
か
、
法
華
驗
記
作
者
首
楞
嚴
院
沙
門
鎭
源
の
如
く
、
天
台
宗
教
團
の
體
制
下
に
制
約
を
受
け
る
者
で
あ
つ
た
か
・

そ

の
何
れ
で
あ
る
か
を
を
決
定
す
る
手
懸
り
は
、
説
話
の
取
材
を
法
華
驗
記
に
得
た
も
の
で
、
三
善
爲
康
も
亦
拾
遺
往
生
傳
に
採
録
し

て
い
る
も
の
五
種
を
擧
げ
て
、
そ
の
取
扱

い
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
出
來
る
・
印
ち

(今
昔
物
語
集
)

(法
.華
驗
記
)

(拾
遺
往
生
傳
)

比
叡
山
西
塔
僣
仁
慶
往
生
語
第
十

一

(中
)
第
五
十
二
仁
慶
法
師

(上
)沙
門
仁
慶

比
叡
山
横
川
境
妙
往
生
語
第
十
二

(中
)
第
五
十

一
楞
嚴
院
境
妙
法
師

(上
)沙
門
境
妙

加
賀
國
曾
尋
寂
往
生
語
第
廿
九

(下
)
第
九
十
加
賀
國
尋
寂
法
師

(中
)尋
寂
法
師

美
濃
國
藥
延
往
生
語
第
三
十

(下
)
第
九
十
四
沙
彌
藥
延

(中
)沙
彌
藥
延

睿
桓
聖
人
母
尼
釋
妙
往
生
語
第
四
十

(下
)第
九
十
九
比
丘
尼
釋
妙

(中
)
尼
釋
妙

で
あ

つ
て
、
こ
こ
に
注
意
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
拾
遐
往
生
傳
と
共
通
す
る
の
は
、
上
中
二
卷

の
み
で
・
下
卷
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ

る
.拾
遺
往
生
傳
三
卷
は
、先
ず
「
今
接

汢

家
續
往
生
之
麑

豫
記
二其
古
今
遺
漏
之
輩

」(上
卷
序
)し
て
上
豢

成
り
・
「其
後
闘
二國
史
別

麌

求
二
京
畿
邊
甃

所
二訪
得
肴

藪

ム矢
。欲
・罷
不
レ能
.重
更
記
レ
之
」(畧

序
)し
た
も
の
が
霧

で
あ
つ
て
・
「今
之
所
レ
録
・繼
爲
ご
下

卷

こ
(下
卷
序
)し
て
、
三
卷
と
し
た
成
立
過
程
を
自
序
し
て
い
る
。而
し
て
各
卷
に
納
め
ら
れ
る
傳
記

の
最
も
新
し
い
も
の
は
・
上
卷
は
承

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

九



一
〇

徳

三
年
(
δ

九
九
)
縵

し
た
源
算
・畧

は
妻

二
年

三

・
七
)
歿
の
中
原
醤

、下
套

天
、氷
二
年

三

=

)
歿
の
高
蠶

鑿

叢

下
限
与

る
の
で
・
上

・
申
二
卷
は
そ
れ
ぞ
れ
嘉
承
二
年
、天
永
二
年
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
と
サ
り
れ
る
.
飜

つ
て
A.
北日
物
語
の

現
存
の
形
態
の
も
の
の
成
立
年
時
は
・
倉

の
時
點
に
お
い
て
、
そ
の
研
譏

果
は
豪

雋

三

・。
拡
)
成
立
説
が
提
奪

り
れ
て

い
る
・
從
つ
て
亘

年
代
に
里

の
法
纛

記
に
取
材
す
る
場
合
、
そ
の
作
者

の
立
場
龕

事
の
中
簔

現
サ
リ
れ

る
べ
き
で
耄

。

よ

つ
て
こ
の
點
に
つ
い
て
上
記
の
問
題
ξ

き
ゴ

一著

を
檢
討
す
る
に
、
比
叡
山
西
港

仁
慶
の
晩
年
驫

絡
に
つ
い
て
、
法
華
驗
記

に

は臨
知
命
期

殊
靆

心
・
捨
衣
鉢
等
.
圖
繪
兩
界
曼
荼
羅
.
刻
彫
阿
罐

髏

.
圭
.寫
妙
法
華
經
.
爲
四
恩
法
界
.
供
養
鑞

.
其

後
不
經
轡

月
・
請
病
患
・
多
呈

苦
・
忍
病
惱
薫

。
自
讀
肇

。
請
結
鑾

僣
。
令
讃
肇

。
勤
修
念
佛
。
絡
以
入
滅
。

と

あ

り
ヘ

ム
ユ
ロ
　
　お
む
は

漸

ク
鬆

テ
老

・
嘔

・
バ
・
世

・
中

・
哀

レ
・
无

端

・
思

・
、
殊

・
道

心

・

ケ
ム
、
聊

・
房

ノ
具

ナ
ド
ノ
有

ケ
ル
ヲ
投

ゲ
弃

ア
、
兩

界

ノ
曼

陀

羅

ヲ
書
奉

リ
、

阿

罐

佛

・
像

・
造

・
養

法

花

經

・
寫

・
奉

・
、
四
恩

法

界

・
爲

・
供

養

シ
ッ
.

其

ノ
後

、

幾

ノ
程

ヲ
不

經

ズ
シ
,ア
、

仁

慶

、

身

病

ヲ
受

ア
、
日

來

・

嚀

煩

・
間

・

自

・
・
法
花

・
誦

シ
テ
斷

・
事

无

シ
.

亦

、

他

・
僭

ヲ
請

シ
一ア
、

法

蘿

ヲ
令

讃

誦

ア
、

、心
ヲ
至

シ
一ア
此

レ
ヲ
聞

ク
.

始

此

ク
シ
一ア

(17

)

日

來

有

ル
間

、

途

二
失

ヌ
レ
バ
、
葬

シ
テ
ケ
リ
。

と
あ
る
・
そ
の
窺

は
多
分
筰

者
の
力
量
に
よ
り
、
文
學
的
に
饕

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
往
生
淨
土
の
保
證
せ
、b
れ
る
條
件
と
し
て

の
宗
教
行
爲
は
、
法
華
驗
記
を
全
面
的
に
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
拾
遐
往
生
傳
は

己
及
・
知
命
嚢

餮

捨
・衣
鉢
喜

齧

禽

钁

荼
羅
殉
彫
二
刻
阿
彌
陀
佛
像
殉
象
爲
二四
恩
法
界
殉書
二寫

一
乘
妙
法
⑩

其
後
雖
レ纒
二病
患
り
不
レ怠
二念
沸
絢
正
心
不
レ亂
奄
然
而
滅
矣
。



と
あ
つ
て
、臨
絡
の
「自
讀
法
華
。
諸
結
縁
衆
僣
。
令
讀
法
華
」
の
天
台
顯
教
の
特
殊
的
行
法
は
、
全
く
脱
落
し
て
い
る

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

比
叡
山
横
川
境
妙
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
わ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
境
妙
の
持
經
聖
で
あ

つ
た
こ
と
は
、驗
記

で
は

「捨
諸
縁
務
。

深
宗
讀
誦
。
惜
寸
分
暇
。
不
作
餘
事
。
若
行
道
路
。
若
人
與
語
。
手
持
經
卷
。
眼
硯
經
文
。
部
數
多
積
。
及
二
萬
部
」
と
あ
る
こ
と
が
證

明

し
て
い
る
.
今
昔
物
語
は
こ
の
意
を
受
け
て
、

「年
來
、
他
念
无
・
法
花
經
・
持
奉
ア
・
既
三

幕

・
讀
誦
・
・
瀚

)
羮

約
し
・
拾

遺

往

生

傳

は

「
專

讀

二
法
華

經

一及

三

一萬

部

一
」

と
、

輕

妙

に
受

流

し

て

い
る

。

更

に

行
願

寺

に

お

け

る
法

華

經

の
書

寫

、

卅
講

の
記

事

の
如

き

は

、
「
又

行

二
五
種

法

師

之

行

絢

勤

二
十
種

供
養

之
勤

一」

と
模

糊

た

る
表

現

を

以

て

し
、

往

生

の

た

め

の
行

爲

と

し

て

は
、

法

華

經

の
行

法

に

は

好

意
的

で

な

い
。

そ

の
臨

絡

の
描

寫

は
、

法

華

驗

記

は

鄙

吐

詞

言

。

境

妙

最

後

病

也

。

決

定

可

死

去

。

沐

浴

身

體

。

著

淨

衣

裳

。

以

五

色

糸

。

看
彌

陀

佛
手

。

以
其

糸

把
我

手

。
向

西

方

坐
。

(21
)

請

諸

僭

侶

。

轉

讀

法

花

。

修

法

華

懺

法

。

勤
彌

陀

念
佛

。

既

邁

化

矣

と

あ

り
、

今

昔

物

語

は

.

言

ヲ
吐

ア
云

ク
、

境

妙

ガ
最

後

ノ
病

、

此

レ
也
。

此

ノ
度

、

必

ス
死

ナ
ム
ト
ス
云

・ア
、
沐

浴

シ
一ア
淨

キ
衣

ヲ
看

テ
堂

二
入

テ
、

阿
彌

陀

佛

ノ
御

手

二
五

色

ノ
糸

ヲ
付

・ア
、
其

レ
ヲ
引

含
ア
西

二
向

・ア
念

佛

ヲ
唱

フ
。

亦

、

數

ノ
僭

ヲ
請

一ア
、

法

花

經

ヲ
令

讀

誦

メ
懺

法

ヲ
令

行

・
念

佛

三

昧

ヲ
令

修

ム
。

而

ル

(22
)

間

、

境

妙

、

貴

ク
シ
テ
失

・
。

と

あ

つ
て
、

驗

記

の

立
場

を
尊

重

し

て

い
る

こ

と

は
明

瞭

で
あ

る
。

し

か

る

に
拾

遐

往

生

傳

は

于

レ
時

告

二
衆

人

一
日

。
最

後

之

病

也

。
決

定

可

レ
死

矣

。

沐

浴

威

儀

。

以

二
五
色

絲

一
著

一彌

陀

佛

手

殉

引

二
其

絲

一讀

經

念

佛

。

面

レ
西

而

(23
)

繦
矣
。

と
記
し
、
驗
記
、
今
昔

の

「請
諸
僭
侶
。
轉
讀
法
花
。
修
法
華
懺
法
」
の
具
體
的
善
根
の
内
容
は
、

「
讀
經
」
の
中

に
投
影
せ
ら
れ
て

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

一
一



一
二

個
性
を
滄
し
、
そ
の
讀
經
念
佛
も
、
境
妙
自
身
の
意
志
的
行
爲
と
理
解
せ
ら
れ
る
。

聖
僭

の
行
爲
に
反
し
て
、
こ
の
當
時
、佛
教
杜
會
に
異
状
な
魅
力
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
沙
彌

の
生
活
様
式
で
あ
る
。
し
か
し
時

代

の
遡
る
程
、
そ
の
生
活
形
態
は
美
化
せ
ら
れ
、
温
和
な
筆
致
を
以
て
表
現
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
時
代
の
下
降
す
る
に
從゚

つ
て
誇
張
し

た
表
現
形
式
に
よ
つ
て
、
そ
の
霑

形
鑿

是

せ
、b
れ
て
い
る
。
印
ち
袈

國
尋
寂
に
3

て
、
驗
記
は

(42
)

到
初
夜
時
。
有
家
主
(尋
寂
)來
向
。
是
則
沙
門
。
見
宿
沙
門
(攝
圓
)。
歡
喜
無
限
。
家
主
僭
雖
在
家
。
而
有
道
心
。
(筆
者
註
)

と
あ
つ
て
、
妻
帶

の
在
家
止
住
の
破
戒
僣
を
、
な
お
沙
門
の
語
を
以
て
糊
塗
し
て
い
る
が
、
今
昔
は

而

ル
間

、

夜

・
入

・
、

家

ノ
主

、

外

・
リ
來

.
リ
.
攝

圓

、

此

.
一.
見

.
バ
僭

也
.

攝

園

.
宿

.
ル
ヲ
垂

喜

ブ
事

无

限

シ
.

攝

圓

、

家

主

ノ
僭

ノ

言
ヲ
聞
ク
ニ、
此
ク
妻
子
ヲ
具
シ
テ
世
一フ絡
ト
云
ヘ
ド
モ
、
事

二觸
レ
テ
物
打
云
フ
樣
、
殊

二
道
心
有
ト
思

ユ。

と
、
表
現
は
や
や
具
體
性
を
帶
び
て
い
る
。
し
か
る
に
拾
遺
往
生
傳
は
、尋
寂
法
師
と
稱
し
て
、
沙
門
と
區
別
し
て
い
る
。
法
師
の
敬
稱

は
法
華
驗
記
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
拾
遺
往
生
傳
で
は
沙
彌

の
同
意
語
と
解
せ
ら
れ
る
ム
ー
ド
を
持

つ
に
樹
し
、
驗
記
の
用
語
例

は
沙
門
の
語
に
通
じ
て
い
る
、
嚴
肅
な
持
經
の
修
行
者
的
性
格
を
帶
び
て
い
る
。
尋
寂
の
生
活
態
度
に
つ
い
て
、
爲
康
は
、
「
身
在
二世

路
殉
雖
レ具
二妻
子
⑩
口
誦
ご法
華
殉
偏
欣
二淨
土
⑩
」
と
あ
つ
て
、
今
昔
よ
り
も
そ
の
性
格
は
、

一
層
具
體
的
説
明
的
記
述
法
で
あ
つ
て
、

傳

文
の
最
初
に
こ
の
文
を
載
せ
て
い
る
こ
と
は
、
説
得
の
効
果
を
狙

つ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

美
濃
國
沙
彌
藥
延
に
つ
い
て
も
、
同
樣

の
見
解
を
當
て
て
み
る
と
、
驗
記
に
は

宿
路
邊
舍
。
見
其
宅
主
。
雖
似
法
師
。
作
法
非
僭
。
頭
髮
二
寸
。
著
俗
衣
服
。
田
獵
漁
捕
。
食
完
瞰
鳥
。
狼
藉
不
善
。
宛
如
具
縛
。

(20
)

聖
人
見
此
。
心
生
怖
畏
。
悔
恨
宿
此
焉
。

と
あ

つ
て
、
沙
彌

は
法
師
と
區
別
せ
ら
れ
る
こ
ど
が
到
か
る
。
今
昔
で
は
こ
の
生
活
形
態
を



日

暮

レ
一ア
道

ノ
邊

看

ル
人

ノ
家

。
借

宿

ヌ
。

其

ノ
家

ノ
主

ヲ
見

レ
バ
形

、
法

師

也

ト
云

へ
・・
モ
、
僣

・
非

・
、
頭

・
髪

三

寸

許

・
生

シ
・
・
俗

・
李

袴

ヲ
着

タ
リ
。

亦

、

狩

・
漁

ヲ
役

ト
シ
・
魚

鳥

・
拿

㌻

.
聖

人
・

此

・
・
見

・
・
此

・
家

・
宿

・
ル
事

悔

ー

一ム
へ
勉

と
、
飜
案
し
た
文
學
的
表
現
に
過
ぎ
な
い
が
、
拾
遺
往
生
傳
は

其
體
似
・僭
.
其
行
如
・俗
%
頭
髮
二
寸
.
見
蘿

矣
.
身
著

俗

衣
享

殺
二魚
塵

食
レ
肉
吸
レ血
・
况
於
二
餘
堊

㌦

)

と
、
古
代
律
令
佛
教
的
煙
覆

剥
奪
さ
れ
て
、
赤
裸

の
沙
彌
禦

淨
彫
り
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
沙
彌
是
認

の
過
程
の
推
移
が
知

b

れ

る

の

で
あ

る

。

從
來
述
べ
た
如
く
、
三
書
に
共
通
に
竭
げ
る
傅

の
最
後
は
、
睿
桓
聖
人
母
糧

名
で
あ
る
。
釋
妙
の
卒
生
に
つ
い
て
は
・
驗
記
に
は

其
、藻

白
。
慈
悲
甚
深
。
細
守
戒
律
。
不
犯
微
塵
。
以
不
淨
不
取
水
瓶
。
不
萋

裟
不
出
佛
前
。
何
況
誤
犯
其
餘
衆
罪
哉
・
出
家
以

後
.
向
西
方
否

大
(融

利
.
頭
霆

西
票

臥
自
心.
轜

壅

.
馨

讙

.
日
蘿

營
.
動
止
所
作
.
讃
法
蘿

三
千
餘
部
.

百
萬
遍
念
佛
數
百
度
也

と
あ
り
、
今
昔
に
は

出

家

ノ
後

ハ
、
戒

律

ヲ
持

.
犯

ス
事

无

シ
。

穢

キ
手

ヲ
以

一・
水

瓶

ヲ
不

取

ズ
、
手

耒

洗

ズ
シ
テ
襲

裟

・
不

養

・

佛

・
鯉

剛
・
參

蒔

・
ハ
手

・
洗

・

鵜

㌧

影

盤

藤

鱗

.

.
、《

跡
.
西
.
て
.
、
枕
.
東
、
セ
ザ
リ
.
リ
.
畫
夜
。法
花
經
.
拙讃
誦
.
、
露
寐
、彌
陀
・

と

あ

る
　

　
　
み
　
　
ら
よ
　
ハ
に

は

其
、心
藻

不
・
染
二紅
麌

以
二穢
手

ネ

・取
一永

塰

以
二裏

ネ

レ出
二佛
剪

行
住
坐
臥
不
レ背
二西
方
嘉

泣
便

梨

レ向
二西
互

讀
二法
華
經

一三
千
餘
部
。
百
万
遍
念
佛
數
百
箇
度
矣

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

一
三



一
四

と
あ
る
ひ
三
者
を
比
較
す
る
と
「
細
守
戒
律
」
ど
云
う
點
に
つ
い
て
、
直
接
教
團
の
拘
束
力
の
屆
か
ぬ
、
自
由
人
を
作

者
と
す
る
拾
遺
往

生
傳
は
、
全
く
そ
の
事
項
に
は
觸
れ
て
い
な
い
。
又

「讃
法
華
經
三
千
餘
部
、
百
萬
遍
念
佛
數
百
度
也
」
の
行
爲
に

つ
い
て
は
、
今
此日

の
立
場
は

「
晝
夜
二
法
華
經
ヲ
讀
誦
シ
」
と
あ
つ
て
、
そ
の
讀
誦

の
數
量
を
詠
嘆
す
る
態
度
で
あ
る
が
、
む
し
ろ

「
籍
寐

二彌
陀
ノ
念
佛
ヲ

唱

ヘテ
百
萬
遍
ヲ
滿
タ
ル
事
數
百
度
也
」

と
、
往
生
の
た
め
の
作
業
と
し
て
、
念
佛
に
重
き
比
重
を
か
け
て
い
る
。
又
爲
康
は

「
以
二穢
手

一

不

取

永

運

以
二白
丞

不
レ出
二豊

剛
己

を
以
て
、
持
戒

の
派
生
的
夲
素
の
行
動
鐘

解
し
、

蘊

守
戒
律
。

不
犯
微
麌

の
句
を

意
識
的
に
脱
落
せ
し
め
た
。
よ
つ
て
以
下
の
記
述
と
合
糅
し
て
、
淨
土
願
生
者
の
彌
陀
恭
敬
尊
重
の
意
志
表
現

の
行
動
と
素
直
に
理
解

せ
ら
れ
る
内
容
と
な
り
、
從
來
の
持
戒
と
彌
陀
恭
敬
の
二
重
構
造
は
滄
失
し
た
。
釋
妙
の
夲
生
の
行
動
の
如
き
は
、
續
本
朝
往
生
傳

の

阿

闍
梨
要

俺

「行
往
坐
臥
不
レ背
二西
互

跿

便
痢
不
レ向
・西
方
菜

下
曾
以
二夕
陽
費

上
・背
。
登
・山
之
時
.
側
・身
而
行
.
」
と

あ

る

の
と

・
軌

を

一
に

す

る

も

の

で

あ

る
。

彼

の
言

に

よ

れ
ば

、
「
樹

之

臥

也

。

必

在

二
傾

方

↓

懸

二
意

西

方

殉

盍

レ
途

ご
素

意

匚

と
あ

つ
て
、

コ

生
慕
二極
樂
二
蓄

う
意
志
が
、行
動
に
表
現
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
釋
妙
の
行
動
も
、戒
律
細
守
の
結
果
派
生
す
る
も
の
で
な
く
、

攀

欣
慕
の
心
情
の
表
現
行
動
と
解
す
る
時
、
釋
妙
の
行
動
の
理
蟹

そ
の
ま
ま
、
淨
土
教
の
進
展
推
移
を
如
實

に
物
語
る
も
の
で
あ

り
・
更
に
こ
の
こ
と
は
、
作
者
を
淨
土
敏
進
展
の
流
れ
に
部
し
て
、
思
想
史
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
來
る
と
共
に
、
作
者

の
封
天

台
宗
教
團
に
樹
す
る
立
場
を
も
決
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

田

各
種
往
生
傳
に
記
警

れ
ず
し
て
、
今
昔
物
語
集
に
の
み
記
載
せ
ら
れ
る
笙

人
は
、
そ
の
原
據
を
何
れ
に
求

め
た
も
の
で
あ
る
か
、

そ
の
説
話
構
成
の
素
材
と
な
つ
た
原
型
を
求
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
、
擧

b
く
當
時
筆
録
せ

り
れ
ず
し
て
・
承
に
よ
り
、
民
間
に



沈
澱
し
て
い
た
噂
咄
を
發
掘
し
、
そ
れ
を
根
據
に
し
て
書
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
比
叡

山
僭
長
増

の
読
話

の

如
き
は
、
門
乞
食
李
等

(も
し
く
は
平
灯
)
に
關
す
る
類
話
が
、
古
事
談
卷
第
三
、
發
心
集
卷
第

一
、
三
國
慱
記
卷
第

九
等
に
も
あ
る
。

又
源
信
僣
都
母
尼
の
前
牛
は
發
心
集
卷
七
、
三
國
傳
記
卷

一
に
、更
に
造
罪
業
人
最
後
唱
念
佛
往
生
説
話
は
、寳
物
集
卷
七
に
同
原
か
と

思

わ
れ
る
説
話
が
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
今
は
散
逸
し
た
が
、
當
時
存
在
し
た
オ
リ
ジ
ン
の
設
定
も
不
可
能
で
は
な

い
か
と
思
う
。

醍
醐
觀
幸
入
寺
、
比
叡
山
僣
長
増
、
始
雲
林
院
菩
提
講
聖
人
、
始
丹
後
國
迎
講
聖
人
、
北
山
欝
取
法
師
、
源
信
僣
都
母
尼
、
鎭
西
筑

前
國
流
浪
尼
、
造
惡
業
人
最
後
唱
念
佛
往
生
、
仁
和
寺
觀
峯
威
儀
師
從
童
等

の
物
語
り
が
、
從
來
の
往
生
傳
類
、

そ
の
他
に
全
く
見
な

'

い
論
話

で
あ
る
が
、
當
時
傳
承
せ
ら
れ
た
民
話
中
、
今
昔
作
者
が
獨
自

の
所
見
に
從

つ
て
、
取
捨
の
上
採
録
せ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
に
作
者

の
淨
土
教
信
仰

の
立
場
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

醍
醐
觀
幸
入
灘

・
仁
準

難

)に
饕

量

一蠱

法
耋

黌

た
と
あ
る
の
で
・
蠱

±

世
紀
舉

を
忠

と
し
た
時
代
の

人

と
考

え

ら

れ

る
。

彼

の
晩

年

に

つ
い

て
、
「
觀

幸

、

何

ナ
ル
縁

二
ヵ
有

ヶ
ム
、
堅

ク
道

心
發

二
ヶ
レ
バ
、
本

寺

ヲ
去

テ
、
忽

二
土

佐

ノ
國

二
行

テ
、
偏

二
名

聞

・
利

養

ヲ
弃

テ
、
聖

人

二
成

テ
、
年

來

行

ヒ
ヶ
ル
ニ
、
」

と
述

べ

て

い
る

。

印

ち

遁

世

し

て
孤

高

の
聖

人

と

な

つ
た

こ

と
、

又

土
佐

の
國

に
赴

(mm
)

い
た

こ

と

に

つ

い
て

は
、

次

ぎ

の
長

増

に

つ

い
て
、
「
佛

法

ノ
少

空
フ
ム
所

二
行

テ
、
身

ヲ
弃

テ
、
次

第

乞
食

ヲ
シ
テ
、
命

許

ヲ
バ
助

ヶ
テ
、
偏

二
念

佛

ヲ

唱

ヘ
テ
.
ソ
極

樂

ニ
ハ
往

生

セ
メ
」
と
、
あ

る
如

く
、
佛

教

信

仰

稀

薄

の
地

の
結

縁

傳

道

が

考

え

ら

れ

る
。

こ

こ

に

お

い
て

は
、

出

家

の
後

再

び

遁
世

す

る
、

い
わ

ゆ

る
「
名

聞

・
利

養

ヲ
弃

テ
聖

人

二
成

」
つ
た

こ

と
が

重

覗

せ
ら

れ

、
本

寺

の
交

衆

が
、
名
聞

利

養

の
俗
臭

高

き

も

の
で

あ

シ
タ
タ

メ

つ
た

こ
と

が

知

ら

れ

る
。

長

増

は
房

を
出

て
、
念

珠

・
袈

裟

等

を

と

り

、
廁

に
行

き

、

多

く

の

「
法

文

・
持

佛

ナ
ド
ノ
御

ス
ル
モ
取

リ
不

拈

ズ
レ
テ
」
出

奔

し
、
數

十

年

を

經

過

し

て
、
弟

子

清

尋

と
門

乞

匂

姿

で
、
伊

豫

國

で
邂

逅

し

た
。

彼

は
伊

豫

・
讃

岐

兩

國

を

、
心

經

す

ら

知

ら

ぬ

法
師

と

な

り
、
念

佛

し

て
乞

匈

し

た

が

、
そ

の
心

と
す

る

と

こ

ろ

は
、

た
だ

、
「
偏

二
念

佛

ヲ
唱

ヘ
テ
コ
ソ
極

樂

ニ
ハ
往

生

セ
メ
」
ど
、
言

う

に
あ

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者

の
性
向

一
五



一
六

る

。
邸

ち

生

活

型

態

と

し

て
は

、
民

衆

に
伍

し
、
自

ら

の
往

生

を

示

し

て
、
信

心

の
恩

光

に
浴

せ

ぬ
黎

民

に
、

念

佛

の
法

を
傳

え

ん

と

し

た

も

の

で
あ

る

。
後

、
再

び

伊

豫

に
歸

り

、
舊

寺

の
林

中

で
、
西

に

向

い
、
端

坐

合

掌

し

て
死

ん
だ

。
「
國

入

共

、
此

レ
ヲ
見

付

テ
悲

ビ
貴

テ
、
取

辷

二

法

事

ヲ
修

シ
ヶ
リ
。
讃

岐

・
阿

波

・
土

佐

ノ
國

二
ァ
此

ノ
事

ヲ
聞

キ
繼

テ
、
五

六

年

二
至

マ
デ
此

ノ
門

乞

匈

ノ
爲

二
法

事

ヲ
修

シ
ヶ
リ
。
」

と
、

滅

後

の
修

善

と
、
從

つ
て
彼

の
行

動

範

圍

を

示

し

、
彼

の
人

柄

に

つ
い

て
、
「
此

ノ
國

セ
ノ
人

ヲ
導

ム
ガ
爲

二
、
佛

ノ
權

リ
ニ
乞

匈

ノ
身

ト
現

シ
テ
來

リ
給

ヘ
ル
也

」

と
、

死
後

に

お

い
て
、

そ

の
行

動

は
止

揚

せ
ら

れ

る

に
至

つ
て

い
る
。

(
34
)

始

雲

林

院

菩

提

講

聖

人

に

つ

い
て

は
、

銑

に

そ

の
敬

稱

に
聖

人

の
語

が

、

用

い
ら

れ

る

こ

と

に
よ

つ
て
、

本

寺

の
交

衆

を

遁

れ

、

專

ら

後

世

菩
提

の
道

を
求

め

た

、
求

道

の
僭

で
あ

る

こ

と
が

到

る
。

聖

人

の
語

が

示

す
内

容

に

つ

い

て
考

察

す

る

と

、
結

語

に

よ

つ
て
作

者

自

身

物

語

る

と

こ

ろ

に
よ

れ

ば
、

「
道

心

深

ク
發

二
ヶ
レ
バ
、
出

家

シ
テ
後

、

妻

子

ヲ
離

レ
テ
、
和

泉

ノ
國

、

松

尾

ノ
山

寺

二
移

リ
住

シ
テ
、

日
夜

磨

(35
)

寐

二
彌

陀

ノ
念

佛

ヲ
唱

へ
、
」
た
、
入
道

尋

祐

に

つ

い
て
、

「
本

・
リ
堅

固

ノ
聖

人

二
非

ズ
シ
テ
俗

也

ト
云

ヘ
ド
モ
、
心

ヲ
發

シ
テ
出

家

・
入

道

シ
テ
、
懃

二

極

樂

二
往

生

セ
ム
ト
願

ヘ
バ
、

如

此

ハ
往

生

ス
ル
事

多

ヵ
リ
。
」
と
、
語

つ

て

い
る

。
堅

固

の
聖

人

に
非

ざ

る

こ

と

は
、
「
初

ハ
俗

ニ
シ
テ
」

世

を

過

し

た

(
36
)

こ
と

に

あ

る

と

せ

ば
、

比

叡

山

無

動

寺

の

一
聖

人

は
、
「
幼

ニ
シ
テ
山

二
登

テ
出

家

シ
テ
、
師

二
隨

テ
顯

蜜

ノ
法

ヲ
學

ブ
ニ
、
皆
、

其

ノ
道

二
逹

レ
リ
。

亦
、

道

心

深

ク
シ
テ
後
世

ヲ
恐

ル
心
有

リ
。
」

と
、

そ

の
生

立

ち

が

明

さ

れ

て

い

て
、

共

に

道

心

深

く

し

て
後

世

を

恐

れ
、

極

樂

を

欣

う

心

と

行

が

、
条

件

と

な

つ
て

い
る

こ

と

に

よ

つ
て
、

聖

人

の
概

念

を
規

定

す

る

こ

と

が
出

來

る
。

こ

の

「
道

心

深

ク
シ
テ
後

世

ヲ
恐

ル
心

」

が
、

意

識

的

に
行

動

に
移

さ

れ

る

と
、

醍

醐

ノ
觀

幸

入

寺

の
如

く

、
「
本

ノ
寺

ヲ
去

テ
、
忽

二
土
佐

ノ
國

二
行

テ
、
偏

二
名

聞

・
利

養

ヲ
弃

テ
、
聖

人

二
成

テ
、

年

來

行

ヒ
ヶ
ル
ニ
」
と

あ

る
如

く

、
名

聞

・利

養

の
放

擲

が
條

件

と

せ
ら

れ

て

い

る
。
こ

れ

を
約

言

す

れ

ば
、
出

家

・
遁

世

を

コ
ー

ス

と

し

て
、
名

聞

利

養

に
先

立
ち

、
妻

子

を
捨

離

し

て
、
繪

と

し

て

の
基

本

的

路

線

が
守

ら

れ

て

い
る
。

こ

れ

に
對

し

て

「
年

來

、

法

花

經

ヲ
讀

誦

シ
、
彌

陀

ノ
念

佛

ヲ
唱

ヘ
テ
、
佛

ノ
道

ヲ
願

・
ト
云

ヘ
ド
モ
、
世

難

弃

キ
ニ
依

テ
、
此

ク
妻

子

ヲ
具

シ
タ
リ
。
」

と
、
そ

の
日
常

生
活

を
告

白

す

る
加

賀

國

尋

寂

や
、



曜

、舗

也

ト
云

へ
,
モ
、
僭

。
非

ズ
、
頭

ノ
髮

ハ
ニ
寸

許

。
生

シ
一ア
、
俗

ノ
李

袴

ヲ
着

タ
リ
。
漁

ヲ
役

ト
シ
一ア
魚

鳥

ヲ
食

ト
・
リ
。
L

と

い
う
、
生

活

態

度

の
藥

延

の
如

き

、

法

師

。
沙
彌

と

稱

せ

ら

れ

る

グ

ル
ー
プ

と

は
、

基
本

的

に
異

る
要

素

が
嚴

存

し

て

い

る
。

ま

　

北

山

餌

取

法

師

は

、
今

昔

物

語

集

に

お

い
て

は
、
播

磨

國
賀

古

驛
教

信

、

鎭

西

御
取

法

師

淨

尊

、

加

賀

國

僭

尋

寂

、

美

濃

國

僭

藥

延

の

一
群

の
中

に

包

擁

せ

ら

れ

て

い
る

。
沙

彌

教

信

と
勝

如

聖

人

と

の
、
紳

秘
的

奇

遐

は
、
無

言

修

行

と

稱

名

念

佛

、
律

令

佛

教

と
反

律

令

佛

教

の
對

決

で
あ

つ

て
、
今

昔

の
作

者

は
「
彼

ノ
教

信
、

妻

子

ヲ
具

シ
タ
リ
ト
云

ヘ
ト
モ
、
年

來

、
念

佛

ヲ
唱

ヘ
テ
往

生

ス
ル
也

」
と
、
讃

辭

を

呈

し
・
「
一
生

ノ

間

、

彌

陀

ノ
念

佛

ヲ
唱

食
ア
、
晝

夜
密

寐

二
怠

事

旡

ヵ
リ
ッ
、
」
と

て
、
造

惡

の
行

爲

に

つ
い

て
は

、
何

等

觸

れ

て

い
な

い

。
し

か

る

に

、
北

山

餌

取

法

師

の
行

實

は
、

「
年

老

タ
ル
法

師

ノ
物

ヲ
荷

ヒ
一ア
持

卒

ア
、
打

罹

ア
奥

ノ
方

二
入

・
。
有

ッ
ル
女

出

來

テ
、
其

結

タ
ル
物

ヲ
解

テ
、
刀

ヲ
以

テ
小

サ
ク
切

ッ
、

鍋

二
入

レ
一ア
煮

ル
。
其

ノ
香

、

自
苑
キ
事

无

限

シ
。
」

と

あ

り
、

法

師

自

身

の
告

白

に

よ

れ

ぼ
、
「
己

ハ
、
奇

異

ク
弊

キ
身

二
侍

リ
。

此
侍

ル
女

ハ
己

ガ
年

來

ノ
妻

也

。

亦
、

可
食

キ
物

ノ
无

ケ
レ
バ
、
餌

取

ノ
取

殘

シ
タ
ル
馬

・
牛

ノ
肉

ヲ
取

リ
持

來

ア
、

其

レ
ヲ
瞰

テ
命

ヲ
養

テ
過

ギ
侍

ル
也
。

而

ル
ニ
、
念

佛

ヲ

唱

.
ル
。
リ
外

。
鯉

ル
事
无

.
一.
ナ
.
、
年

率

成

.
ル
」

と
あ

つ
て
、

積

極

的

に
繪

侶

の
肉

食

毒

の
生

活

が
止目
定

せ

ら

れ

て

い
る
.

又
鎭

西

餌

取

法

師

淨

尊

に

つ

い
て

は
、
「
人

、

物

ヲ
荷

一ア
來

レ
リ
、
奄

ノ
内

二
入

ア
荷

タ
ル
物

ヲ
置

ク
。
見

レ
ハ
、
法

師

也
、

頭

髪

ハ
三

四
寸

許

二
生

ヒ
テ
綴

ヲ

着

タ
リ
、

怖

・
シ
ク
穢

ク
一ア
更

二
可

近

付

ク
・て
非

ズ
」
と

あ

つ
て
、

「
此

ノ
持

來

タ
ル
物

共

ヲ
食

ヲ
見

レ
バ
、
牛

・
馬

ノ
肉

也

ヶ
リ
」
と
、
説

明

が
加

え
ら

れ
、

彼

自

ら

の
宗

教

生

活

の
姿

勢

に

つ
い

て
、

「
弟

子

淨

尊

ハ
、
愚

癡

ニ
シ
一ア
悟

ル
所

无

シ
。
人

ノ
身

ヲ
受

ヶ
法

師

ト
成

レ
リ
ト
云

ド
モ
、
戒

ヲ
破

り
慙

无

シ
テ
、

返

ア
惡

道

二
堕

ナ
ム
ト
ス
。
今

生

二
榮

花

ヲ
可

樂

身

ニ
モ
非

ズ
.
只

、

佛

ノ
道

ヲ
願

テ
、
戒

律

ヲ
持

テ
三
業

ヲ
調

ヘ
ム
事

ハ
、
佛

ノ
教

へ
・ス

不

叶

ズ
。
分

段

ノ

身

ハ
、
衣

食

二
嫁

ア
罪

造

ル
、
檀

越

ヲ
憑

マ
ム
ト
思

へ
。ハ
、
其

恩

難

報

シ
。
然

レ
バ
、
諸

ノ
事

、

皆

、
不

罪

障

ズ
ト
云

フ
事

无

シ
。
此

レ
ニ
依

テ
、
淨

尊

、

世

問

二
・

人

ノ
望

ミ
離

タ
ル
食

ヲ
求

一ア
命

ヲ
戀

ア
、
佛

ノ
道

ヲ
願

フ
。
所

謂

ル
、
牛

・
馬

ノ
肉

村

也

。
」

と

あ

る
。

加

賀

國

曾

尋

寂

の
言

は
、
「
弟

子

尋

寂

、

年

來

、

法

花

經

ヲ
讀

誦

シ
、
彌

陀

ノ
念

佛

・フ
唱

全
ア
、
佛

ノ
道

ヲ
願

フ
ト
云

ヘ
ド
モ
、
世

難

弃

キ
ニ
依

テ
、
此

ク
妻

子

ヲ
具

シ
タ
リ
。
」
と

あ

る

。
美

濃

ノ
國

ノ
僣

藥

延

の

わ
が
國
往

生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者

の
性

向

一
七



一
八

容

姿

は

、
「
其

ノ
家

ノ
主

ヲ
見

レ
バ
、
形

、

法

師

也

ト
云

ヘ
ド
モ
、
僭

二
非

ズ
、
頭

ノ
髮

ハ
ニ

寸

許

二
生

ジ
一ア
、
俗

ノ
水

干

袴

ヲ
着

タ
リ
。

亦

狩

.
漁

ヲ
役

ト
シ
一ア

魚
鳥
・
食
・
蒐

」
と
表
現
せ
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、頭
髮
を
剃
除
し
た
法
師
の
俗
衣
を
着
し
、妻
帶
肉
食
よ
り
、
更
ら
に
漁
獵
の
生
活

に
身

命

を
支

え

て

い
る
。

換

言

す

れ

ば
、

俗

を
出

て
俗

に
還

つ
て

い
る

が
、
そ

の
俗

は

止

揚

せ

ら

れ

て
、
よ

り
亠口同
き

宗

教

生

活

が

行

わ
れ

、

モ
ミ

藥

延

は
夜

牛

、
沐

浴

し

て
淨

衣

を
着

し

て

、
持

佛

堂

に
入

り
、
「
火

ヲ
打

ア
、
御

明

ヲ
燈

シ
香

二
付

ケ
一ア
、
念

珠

ヲ
轡

ア
佛

ヲ
禮

拜

シ
一ア
、
先

ヅ
懺

法

ヲ

行

フ
。
次

二
法

花

經

ヲ
誦

ス
、
一
部

ヲ
誦

シ
畢

ル
ニ
夜

暁

ヌ
。
其

ノ
後

、

彌

陀

ノ
念

佛

ヲ
唱

フ
」
と

い
う

、
生
活

の
果

て

に
、
自

身

の
往

生
極

樂

の
日
時

を

豫

知

し

、

來
宿

の
叡

山

無

動
寺

の
聖

人

に
結

縁

を
要

請

し

た
。

此

の
言

を
聞

き

聖

人

は
、
「
法

花

經

ヲ
誦

シ
、
念

佛

ヲ
唱

フ
ル
、
此

レ
无

限

キ

功

徳

也

ト
云

ヘ
ド
モ
、
魚

ヲ
捕

リ
鳥

ヲ
殺

ス
、
此

レ
極

メ
テ
重

キ
罪

障

也

。

何

ゾ
、
如

此

ノ
罪

ヲ
造

乍

一フ
、
忽

二
極

樂

二
往

生

ス
ル
事

有

一フ
ム
ヤ
。
此

レ
、
只

云

フ

事

ゾ
ト
思

テ
・
無

動

寺

二
返

ヌ
。
」
と
言

う
、
聖

人

の
不

信

は
、
功

徳

と
罪

障

と

の
對

決

で
あ

り

、

聖

人

佛

教

と

沙
彌

佛

教
、

換

言

す

れ

ば
持

戒

佛

教

と
反

持

戒

佛

教

の
對

決

を
物

語

る

も

の
で

あ

る
。

か
く

の
如

き

沙

彌

佛

教

が

、

こ

の
時

代

に
採

上

げ

ら

れ

る

よ

う

に

な

つ
た

こ
と

は
、

獨

り

佛

教

々
團
内

部

の
孤

立

し
た
宗

教

現

象

と

し

て
、

抬

頭

し

て
來

た

こ

と

を
示

す

も

の
で

な
く

、

漸

く

一
般

肚

會

の
覗

聽

を

、

大

き

く

動

か

す

に
至

つ
た

こ
と

を
雄

辯

に
物

語

る

も

の
で

あ

る
。

源
信
僭
都
母
廟

)
鬻

筑
前
國
饕

肆

つ
い
て
の
笙

譚
は
・
前
套

簷

を
出
家
せ
し
め
た
島

は
・

「女
子
藪

有
・
・
モ
・

男

子

ハ聾
ハ
一
人

也

。
其

レ
ラ
、
元

服

ヲ
モ
不

令

爲

ズ
シ
テ
、
比
叡

ノ
山

二
上

ヶ
レ
バ
、

學

問

シ
テ
身

ノ
才

吉

ク
有

ア
、
多

武

ノ
峯

ノ
聖

人

ノ
樣

二
貴

ク
一ア
、
嫗

ノ

後

世

ヲ
モ
救

ヒ
給

ヘ
ト
思

ヒ
シ
也

」

と

、
眞

意

を
言

遣

し

て
、
籠

山

修

行

を
要

請

し

、
最

後

臨
絡

に
は

繪

都

を
善

知

識

と

し

て
、
「
尼
君

、

懃

二
道

心

ヲ
發

シ
テ
念

佛

ヲ

=

一
百

返
許

唱

フ
ル
程

二
、
曉

方

二
成

テ
滄

入

ル
樣

ニ
テ
失

ス
」

と

、

聖

の
道

に
勸

め

入

れ

た
志

に

よ

つ
て
、

貴

き

往

生

を

途

げ

・

「
鵡

ハ
子

ノ
爲

・

子

ハ
租

ノ
爲

无

限

ヵ
リ
ヶ
ル
善

知

識

ヵ
ナ
ト
」

逋

懷

し
、

僣

都

は
横

川

に
歸

つ
て

い
る

。

後

者

は

も

と

、
筑

前

の
山

寺

の
炊

事

婦

で
あ

つ
て
、

高

聲

に
彌

陀

の
念

佛

を
唱

え

る

こ

と

に

よ

り
、
僣

衆

の
讒

言

に

あ

い
、
追

放

せ
ら

れ

て
浪

浪

の
身

と

な

つ
た

。

時



に
慈
悲
あ
る

豪

ノ
主
ノ
女
L
に
、
曝

家
モ
廣
シ
、
庭
モ
廣
シ
。
解

、
些

居
テ
念
佛
モ
申

セ
L
と
引
取
ら
れ
・
孕
を
彎

つ
三

四
年
許
り

を

過

ぎ

、

奇

瑞

も

ろ
共

、

往

生

を
途

げ

た

こ

と

を
傳

え

る

も

の
で

あ

る
。

こ

の
読

話

も

ス
ト

ー

り

ー

め

進

行
中

に

、

古

代

佛

教

と

念

佛

門

と

の
封

決

が
物

語

ら

れ

て

い
る
。

卷
篳

五
の
、
最
後
に
採
上
げ
て
い
る
笙

人
は
・
仁
和
寺
觀
護

儀
師
の
響

で
あ

つ
て
・
そ
の
身
分
箋

は
・

罵

ノ
莫

7
薊
メ
・

糞

ナ
ド
取

一ア
令

弃

ム
ル
程

ノ
」

下

賤

で

あ

り
、

そ

の
進

退

に

つ

い
て
も

、
「
人

辷
シ
ク
此

ノ
童

」
と

嘲

笑

せ
ら

れ

る

、
奴

隷

階

級

に
所

屬

し

て

い
た

が

、

仁

和

寺

の
西

の
鳴

瀧

に
蘆

を

結

び

、
念

佛

の
聲

も

ろ

と

も

に
、
往

生

し

た

こ

と

に

つ
い

て
、
結

語

に

は
、

「
臆

〃
物

ノ
、

艇
罫
不

知

・
童

也

ト
云

ヘ
ド
モ
、
年

來

、

極

樂

ヲ
願

ケ
ル
ヤ
、
ロ

ヲ
動

ヵ
シ
ヶ
ル
ハ
、
念

佛

ヲ
申

シ
ヶ
ル
ナ
メ
リ
。
途

二
命

絡

一フ
ム
ト
爲

ル
時

ヲ
知

テ
、
靜

ナ
ル
所

二
行

キ
居

テ
、
居

乍

ラ

掌

ヲ
合

セ
念

佛

ヲ
唱

食
ア
、

西

二
向

ア
死

ヌ
レ
バ
、

疑

ヒ
无

ク
極

樂

二
往

生

シ
タ
ル
者

ト
ゾ
」

と
斷

定

し
、
瓧

會

の
最

下

層

の
、

賤

民

の
往

生

が
物

語

ら

れ

て

い

る
。

今

昔

物

語

集

の
作

者

の
意

識

に
お

い

て
、

「
從

の
童

」
を
、

佛

門

の
四
衆

の
弟

子

よ

り
、

食

出

さ

し

て

い
る

こ

と

は
、

彼

自

ら

が

人
間

扱

い

せ

ぬ
、

下

僕

の
使

用

者

で
あ

る
、

身

分

の
高

潔

さ

を

裏

付

け

る

も

の

で
あ

る
。

さ

れ

ど
、

往

生

人

と

し

て
取

上

げ

な

け

れ

ぼ

な

ら

ぬ
、

ジ

レ

ン

マ
に
陷

れ

る

の

は
、

彼

自

ら

が
、

淨

土

教

の
信
奉

者

で
な

け

れ

ぼ

な

ら

な

い
。

か

く

の
如

き
人

物

を
求

め

て
、

一
應

、

隆

國

に
編

者

を

擬

す

る

こ
ど

は

當

を
得

た

も

の

で
あ

る
。

　倣

今

昔

物

語

集

卷

第

十

五

は
、

編

者

自

ら
、

作

爲

的

意

識

的

に
、

往

生

譚

の

み
を

收

録

し

た
も

の

で
、

い
わ

ゆ

る

往

生

傳

的

性

格

を

持

つ
パ

ー

ト

で
あ

る
。

一
篇

中

の

一
パ

ー

ト

は
、

全

體

ど
孤

立

し

た
も

の

で
な

く

、

全

體

に
關

連

し
、

全
體

に

よ

つ
て
生

か

さ

れ

る

も

の

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見

た
今
昔
物
語
集
作
者

の
性
向

一
九



二
〇

で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
、
存
在
意
義
と
使
命
が
附
與
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
昔
卷
十
五
の
説
話

の
原
據
は
、
日
本
往
生
極
樂
記

・
法
華
驗
記

・
續
本
朝
往
生
傳
等
に
素
材
を
求
め
、更
に
拾
遺
往
生
傳
卷
上

.
卷

中

と
同
源
の
傳
承
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、既
に
指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
往
生
傳
類
と
法
華
驗
11II.と
は
、
そ

の
成
立
の
本
質
を
異
に
す
る
も
の
で
、
同
日
に
論
ず

べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
印
ち
こ
れ
等
の
諸
書

に
お
さ
あ
ら
れ
る

主
體

の
性
格
は
、
往
生
傳
類
は
所
求

の
淨
土
は
西
方
極
樂
、
所
歸
の
本
尊
は
阿
彌
陀
佛
、
去
行
は
念
佛
の
實
踐
者
に
限
定
せ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
る
に
法
華
驗
記
は
、偏
者
鎭
源
が
そ
の
序
に
述
べ
る
如
く
、
「
上
宮
請
西
以
降
。
若
受
持
讀
誦
之
俘
。
若
聽
聞
書
寫
之
類
.。
預

靈
盆
者
推
之
度
矣
」
と
あ
る
。故
に
法
華
行
者
の
受
け
る
、靈
盆
の
内
容
は
多
岐
で
あ

つ
て
、往
生
極
樂
を
唯

一
の
目
的

と
す
る
も
の
で
な

い
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
受
持

・
讀
誦

・
聽
聞

・
書
寫
に
よ
つ
て
、極
樂
に
往
生
し
た
實
證
は
甚

だ
多

い
。
よ
つ
て

驗
記
は
往
生
傳
成
立
の
原
據
と
な
り
得
て
も
、
そ
の
成
立
の
本
質
か
ら
考
察
し
て
、
自
ら
限
界
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
越
え
て
往
生
傳

高

列
に
看
倣
す
暴

に
は
・
菖

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
・
何
ん
蟇

れ
ば
・
そ
の
憲

の
目
的
は
、
「
肇

讐

.
久
遠
本
地
之
實

證

。
皆
成
佛
道
之
正
軌
」
で
あ
る
が
た
め
で
あ
る
。

法
華
經
の
靈
盆

の

一
と
し
て
、
異
相
を
示
し
て
、極
樂
に
往
生
し
た
實
證
は
、
必
ず
し
も
、
本
質
上
、
本
書
卷
第
十
五

に
綱
羅
せ
ら
れ
る

も

の
の
み
で
な
く
、寧
ろ
、法
華
靈
驗
譚
を
擧
げ
る
本
書
の
卷
第
十
二

・
第
二
十
四
項
以
下
、
卷
第
十
四

・
第
二
十
九
項
に
至
る
八
十
六

項

の
読
話
中
に
も
、
見
出
さ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。更
ら
に
念
佛
思
想
は
、古
く
諸
宗
の
教
學
傳
來
の
諸
祀
中
に
も
、隨
件
的
に
信
仰
せ
ら
れ

た
事
實
は
覆
う
べ
く
も
な
い
の
で
、
卷
第
十

一
の
諸
宗
傳
來
史
譚
中
に
も
、
そ
の
實
例
を
求
む
べ
き
で
あ
る
。
又
觀
音

.
地
藏
等

の
信

仰

と
合
糅
し
て
、
實
踐
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、法
華
經
の
讀
誦
と
念
佛
が
併
用
せ
ら
れ
た
如
き
、複
合
實
踐
形
態
が
、可
成

の
ウ

エ
イ
ト
を
持

つ
て
い
た
時
代

の
風
潮
を
受
け
た
も
の
で
あ
つ
て
、
複
合
の
効
用
論
理
を
、信
仰
の
客
體
の
複
合
に
轉
用
し
て
、
現
當

二
世

の
利
盆
を
追

及
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
立
て
ば
、
當
然
卷
十
七
に
纒
め
ら
れ
て
い
る
、菩
薩
諸
天
の
靈
驗
譚
中
に
も
、
そ

の
目
的
を
果
す
ご



と
を
得
た
、
例
證
を
求
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。更
ら
に
出
家
遁
世
は
、
道
心
に
根
ざ
す
行
動
で
あ
る
故
、
そ
の
絡
局
に
は
、
淨
士
が
求
め
ら
れ

る
易
行
道
の
教
え
が
、
廣
く
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、卷
第
十
九
の
出
家
機
縁
譚
及
び
應
報
譚
の
中
に
も
、
そ

の
例
證
が
求
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
つ
て
驗
記
以
後
に
成
立
し
た
、
往
生
傳
撰
者
が
素
材
を
驗
記
に
探
訪
し
た
見
解
に
隨

つ
て
、
今
昔
物
語
集

の

本
朝
付
佛
法

の
全
體
に
つ
い
て
、

廣
く
往
生
者
を
探
求
し
て
、

一
部
の
往
生
傳
を
設
定
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
更
ら
に
、
作
者

の
淨
土

教
信
仰
の
形
態
を
、
よ
り
深
く
考
察
し
て
み
た
い
。

卷
第
十

一
の
諸
宗
傳
來
史
譚
中
に
は
、

「
西
=
向
テ
端
座
シ
テ
失
・
」
と
か
、

「
入
滅
ノ
時
靈
テ
諸
ノ
弟
子

二令
知
」
め
る
如
き
、

「
異
相

往
生
」
の
條
件
に
叶
う
、
滅
後

の
瑞
相
を
現
じ
た
の
は
、
道
照

・
鑑
眞

・
厳
澄
で
あ
る
。
道
照

の
臨
絡
に
つ
い
て
は
、續
日
本
紀
卷

一
、文

武
天
皇
四
年
三
月
十
日
の
卒
傳

に
、「
還
住
二禪
院
ハ
坐
禪
如
レ故
、
或
三
日

一
起
、
或
七
日

一
起
、
儻
忽
香
氣
從
レ房
出
、
諸
弟
子
驚
怪
、

テ

ニ

シ

ラ

ニ

ス

シ

就
而

謁

二
和

尚

殉

端

二
坐

縄

床

一
无

レ
有

二
氣
息

2

と
あ

り
、

又

靈

異

記

に

は

「
臨

二
命

絡

時

ハ
洗

浴

易

レ
衣

、

向

レ
西

端

坐

。

光

明

遍

レ

ニ

ヲ

シ
テ

ヲ

ル
ヤ

ヤ

テ

レ

ぬ　

カ

ス
ル
コ
ト

ニ

ニ

室

。

干

レ
時

開

レ
目

、

召

二
弟

子
知

調

一、

汝

見

不

。

答

言

己
見

。

法

師

誠

日
、

勿

三

忘

語

二
宣

他

一。

印

後

夜
、

光

自

レ

テ

ス

ノ

ノ

ノ

ヲ

シ
テ

テ

ヲ

ル
ハ

(
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房

出

、

施

耀

二
寺

庭

松

樹

一
。
良

久

乃

指

レ
西

飛

行

。

弟

子

等

莫

レ
不

二
驚

怪

殉

大
徳

西

面

端

座

、

應

レ
時

焉

」

と

あ

つ
て
、

時

人

コ
ト
ヲ

は

「
定

知

、

必

生

二

極

樂

淨

土

一」
と
、
受

留

め

た

こ

と

を
傳

え

て

い
る
。

今

昔

は
全

く

靈

異

記

を

繼

承

せ
る

も

の

で
、

靈
異

記

の

「
船

ヲ

ム

ヲ

ニ

ヲ

氏

明

レ
徳
、

遠

求

二
法

性

一、

是

非

レ
凡

、

終

没

放

レ
光

。
」
の
賛

言

を

、

換

骨

脆

胎

し

て
、

「
道
照

和

尚

ハ
權

者

也

ヶ
リ
ト
ナ
ム
世

・
語

リ
傳

ヘ
タ

ル
ト
ヤ
。
」

と
あ

る
。

鑑

眞

の
絡

焉

の
状

に

つ

い
て

は
、

東

征

傳

に

「
是

歳

五

月

六
日

。

結

跏

趺

坐

面

西
化

。

春

秋

七

十

六

。

化

後

三

日

頂

上

獪

媛

。

由

レ

是

久

不

二
殯

嶮
↓

至

二
於

闍

維

一香

氣

滿

レ
山

。

夲

生

甞

謂

二
僣

思

託

一
言

。

我

若
絡

己

願

坐

死

。
汝

可

下
爲

レ
我

於

二
戒

壇

院

一別

立
申
影

堂

上
。

(47
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舊

住

房

與

二
僣

住

殉

千

臂

經

云
。

臨

絡

端

坐

。

如

レ
入

二
禪

定

絢

當

レ
知

此

人

己

入

二
初

地

殉

以

レ
茲

驗

之
。

聖

凡

難

レ
測

」

と
あ

る
。

今

昔

は

「
死

テ
後

三

日

マ
テ
頂

ノ
上
暖

ナ
一フ
ム
人

ヲ
バ
、
此

レ
、
第

二

地

ノ
菩

薩

也

ト
可
知

シ
ト
。

然

レ
バ
、
和

尚

ハ
第

二
地

ノ
菩

薩

二
在

マ
シ
ヶ
リ
ト
。

皆

人

知

わ
が
國
往

生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者

の
性
向

二

一



二
ニ

ニ
ヶ
リ
。
」

と

あ

る

。

既

に

二
地

の
菩

薩

と

い

い
、

異

相

往

生

と

い

い
、

こ

の
人

を

以

て
、
往

生

傳

中

の
人

と
す

る

こ
と

は

當

然

で
あ

つ

て
、

三
善

爲

康

は
後

拾

遺
往

生
傳

卷

上

に
、

こ

れ
等

の
諸

要

素

と
共

に
、
講

堂

の
棟

梁

が
摧

折

し

た

忍

基
法

師

の
夢

想

を
、
和

尚

の
邁
化

の
相

を

示

す
、

い
わ

ゆ

る
、

豫

て

死
期

を
知

れ

る
往

生
人

と

し

て
、

牧

載

し

て

い
る
。

傳

教

大

師

の
臨

絡

に

つ
い

て
物

語

る

の
は
、

今

昔

卷

第

十

一

・
第

二
十

六

項

の

「
傳

教

大

師
、

始

建

比

叡

山
語

」
で
あ

つ
て
、

印

ち

「
而

ル
間

。

弘

仁

十

三
年

ト
云

フ
年

ノ
六
月

ノ
四

日

二
大

師

入

滅

、

年

五

十

六

。
傳

教

大

師

ト
云

フ
、
是

也

。

實

名

最

勝

。

入

滅

ノ
時

象

テ
諸

ノ

弟

子

二
令

知

ム
。
其

日
、

奇

異

ノ
雲

、

峯

二
覆

テ
久

ク
有

リ
。
遠

キ
人
、

是

ヲ
見

テ
怪

ム
デ
、
今

日
、

山

二
必

ズ
、
故

有

一フ
ム
ト
疑

ヒ
ヶ
リ
。
」

と
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

叡

山

大

師

傳

に

よ

れ
ば

、

夏

四

月

「
我

命

不

久

存

」

る

こ

と
を

知

つ
て
遺

誠

し
、

滅

後

に
は

「
干

時

奇
雲

蓋

峰

。
久

在
無

去
。

(48
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江
東

道

俗

更
相

談

言

。

叡

岳

北

峯

。

奇

雲

螢

帶

。

不

知

所

爲

。

必

有

以

也

。

遙

聞

遷

化

。

來

告

異

相

。

人

皆

嚶

戀

。

不

自

喩

也

」

と

あ

つ

て
、

そ

の
奇

瑞

は

=

一
で
な

か

つ
た

こ
と

が
知

ら

れ

る
。

よ

つ
て

三
善

爲

康

も

こ

の
傳

を

主

體

と

し

て
、

「
先

逹

傳

記

之

遺

」

と

な

し
、

拾

遺

往

生
傳

卷

上

に
拾

收

し

て

い
る

の
は
當

然

で

あ

る
。

　七く

以

上

は

、
日

本

傳

來

の
各

宗

租

中

に
求

め

ら

れ

る

、
往

生
者

に

つ

い
て
述

べ
ら

れ

て

い

る
も

の

で
あ

る
が
、

法

華

の
五
種

法
師

の
行

と
、

念

佛

の
併

修

に

よ

つ

て
、

往

生
極

樂

の
百
盆

を
蒙

つ
た
法

華

の
行

者

を
、

今

昔

の
編

者

は
法

華

驗

記

に
依

據

し

て
、

そ

の
多

く

を

法
華

靈

驗

譚

の
申

に

納

め

て

い
る

。

源
霹

つ
い
て
今
昔
の
傳
え
る
と
こ
ろ
は
・

肇

驗
記
俵

據
し
て
・

し
か
も
肇

驗
記

の
肇

至
圭

義

の
嚮

を
脱
し
て
・

ノ

「
其

後

、

靜

二
法

花

經

ヲ
誦

シ
念

佛

ヲ
唱

ヘ
テ
、

偏

二
後

世

菩

提

ヲ
所

ル
。

一
乘

要

決

ト
云

フ
文

ヲ
作

テ
、

一
切

衆

生

皆
成

佛

心

ヲ
顯

シ
、

往

生



要
集
ト
云
フ
作
ア
、往
生
極
樂
ヲ
可
願
キ
事
ヲ
教

ヘ
タ
リ
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
續
本
朝
往
生
傳

の
作
者
が
、
別
傳
の
記
事
を
引
用
し
て
、
「或

人
偸
問
云
。
和
尚
知
行
無
一一等
倫
⑩
薫
修
行
業
我
等
爲
レ
先
。
答
謝
。
念
佛
爲
レ先
。
復
問
。
諸
行
之
中
以
レ理
爲
レ勝

。
念
佛
之
間
觀
二法

身

吝

.答

.唯
稱
二佛
號
莅

問
.
何
不
レ觀
レ
理
.
答
往
生
之
麟

稱
名
爲
レ足
・
奢

存
レ
之
・
檠

觀

レ
理
・
但
觀

レ粢

レ爲
レ難
・
我

理

觀

レ
之

時

。

心

意

明

了

無

レ
有

二
障

礙

ご

と
、

あ

る
如

き
、

匡

房

の
注

目

し

た
、

念

佛

爲

宗

の
徹

底

さ

に

は
及

ぼ

な

い
。

今

昔

は

源

信

の
最

後

の
樣

を
叙

景

し

て
、

「
亦

、

僣

都

ノ
云

ク
、

近

來

時

セ
觀

音

來

リ
現

ジ
給

フ
ト
語

ル
。
慶

砧

阿

闍

梨

、

涙

ヲ
流

シ
テ
、

答

テ
云

ク
、
疑

ヒ

无

ク
極

樂

二
可

生
給

シ
ト
。
其

ノ
後

、

僣

都

繦

入

ス
。
其

ノ
時

二
、
空

二
紫

雲

ロ

テ
音

樂

ノ
音

有

リ
、
香

バ
シ
キ
香

室

ノ
内

二
滿

タ
リ
。
」

と

あ

る

。

こ

れ

等

の
内

容

檢

討

の
結

果

、
鶴

納

せ

ら

れ

る

點

は
、

今
昔

に

お

い
て

は
、

「
法

花

經

ヲ
讀

誦

シ
念

佛

ヲ
唱

フ
ル
事
不

怠

ズ
。
」

に
伺

わ

れ

る
如

く

、

法

花

經

讀

誦

に
重

い
比

重

が

か
け

ら

れ

て

い
る
、

と

せ
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

(50
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多
武
峰
に
籠
居
し
て
修
行
し
た
増
賀
に
つ
い
て
、
そ
の
出
自
を
法
華
驗
記
は
、
「夲
安
宮
人
也
」
と
い
い
、
今
昔
は

「
俗
姓

ハロ

氏
'

京

ノ
人
也
」

と
す
る
が
、

續
本
朝
往
生
傳
は

「
參
議
恒
夲
卿
之
子
也
」
と
あ
る
。
尊
卑
分
豚
に
は
橘
恒
夲
!
僭
賀
と
父
子
關
係
を
示
し

て
い
る
。
法
華
驗
記
に
は
「
叮
嚀
讀
誦
法
華
大
乘
。
慇
懃
習
學
顯
密
正
教
」
し
た
、學
繪

で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
、
彼

は
「
法
華

一
部
。
懺

法

三
時
。
毎
日
不
闕
。
顯
密
行
法
。
甚
亘
多
矣
」
で
あ

つ
た
が
、

「
厭
出
假
利
生
。
背
名
聞
利
養
。
遁
世
隱
居
」
し

て
、
移
つ
た
多
武

峰

に
多
年
を
迭

つ
た
。
「
聖
人
隱
居
之
後
。
更
不
出
衆
申
。
向
人
不
與
語
。
誠
惜
寸
暇
。
專
修
道
」
し
て
、
西
方
に
往

生
せ
ん
こ
と
を
願

つ
た
。し
か
る
に
、續
本
朝
往
生
傳
は
、「
早
以
發
心
。
唯
慕
一一後
世
↓
現
世
之
事
。
敢
不
二帶
芥
一ト
モ
セ
。」
と
し
、
今
昔

と
同
源
の

「先
獨

園
棋
」
し
、

「次
被
二泥
障
一學
二胡
蝶
舞
一」
ん
で
、

「
少
年
之
時
見
二此
兩
事
刃
心
中
慕
レ
之
。
今
及
二最
後
一宿
思
忽
發
。
仍
遽
二
本
懷

一

也
。」
と
、
臨
絡
の
人
間
心
理
の
微
妙
を
物
語
り
、
今
や
思
う
こ
と
な
き
境
地
に
到

つ
た
増
賀
に
つ
い
て
、
驗
記
は

「今
散
大
衆
入
於
靜

室
。
坐
於
繩
床
。
誦
法
華
經
。
手
結
金
剛
合
掌
印
。
坐
禪
乍
居
入
滅
」
と
あ

つ
て
、
さ
き
の
「
專
修
道
」
し
た
内
容
は
、
法
華
の
行
者
と
し

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

二
三



二
四

て
の
修
道
で
あ

つ
た
こ
と
が
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
。
今
昔
も
全
く
驗
記
と
同

一
の
表
現
を
用
い
、
僅
か
に
「西
向

二
居
乍

フ
入
滅
シ
ニ
リ
ヶ
。」

と
記
し
て
、
續
本
朝
往
生
傳

の

「其
後
念
佛
不
レ
斷
。
瑞
相
滿
レ室
」
の
、
念
佛
者
と
し
て
の
、
臨
絡

の
相
状
に
接
近

せ
し
め
て
い
る
。

以
上
二
傳
は
、主
と
し
て
法
華
驗
記
中
の
往
生
人
を
、
今
昔
が
卷
第
十
五
の
往
生
傳
に
編
入
せ
ず
し
て
、法
華
の
行
者
と
し
て
西
方
往

生

の
亘
盆
を
蒙

つ
た
、法
華
靈
驗
譚
中

の
人
物
に
見
倣
し
た
立
場
を
、
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
外
法
華

の
讃
誦
に
よ
り
、西
方
に

往
生
し
た
者
を
、
今
昔
の
中
に
探
索
す
る
と
、
「必
極
樂

二往
生
シ
タ
ル
人
也
ト
ゾ
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」

の
如
き
内
容
の
結
語
を
持

つ
説
話
は
、

愛
宕
護
山
好
舞

經
覩
・)
錘

國
藻

鐙

賊
)
鋸

廴

鎚

出
齧

龍
花
寺
裟

翫

)加
賀
國
翁
和
幅

)比
叡
山
斃

蝓

)李

願
総

型

周
防
爨

鬘

崘

)比
叡
出

港

法
輪

)近
蔵

籍

艶

の
蘿

者
毳

ぐ
る
こ
と
が
出
來
る
・
そ
の
他
法
蘿

書

寫
の
功
攣

受
け
た
の
は
・
亡
者
の
鑑

禦

り
・
又
猿
の
た
め
に
蒙

經
を
書
寫
し
た
覆

圏

離

バ
耄

・

㈲

諸
菩
薩
諸
天
信
仰
の
靈
驗
譚
中
、
觀
音

の
靈
驗
譚
は
多
く
現
世
の
利
盆
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、今
昔
は
法
華
驗
記
卷
下

の
、
第
百
十
六

條
筑
前
體

鑵

に
依
據
し
て
・

「筑
前
國
人
・
仕
響

生
堂

瀞
)」
驫

成
し
て
い
る
・
読
話
の
内
容
は
「
殊

觀

音
・
仕
テ
、常

観

音

品

ヲ
讃

ヶ
リ
。
亦

、

深

ク
善

心

ノ
ー
有

テ
、
敢

テ
惡

業

ヲ
不

造

」

な

か

つ
た
が

、

香

椎

明

繭

の
祭

の
年
預

と

し

て
、

止

む

な

く
禪

饌

の
魚

鳥

を

捕

え

ん

と

し

て
溺

死

し

た

一
ノ
男

は
、

そ

の
夜

の
夢

に
父

母

に
物

語

つ
て
、

「
我

レ
、
年

來
、

道

心

有

ア
、

惡
業

ヲ
不

好

ズ
ト
云

ヘ
ド
モ
、

紳

事

ヲ
勤

メ
ム
ガ
爲

二
、
適

二
殺

生

ヲ
セ
ム
ト
爲

ル
ニ
、
三
寳

助

給

フ
ガ
故

二
、
罪

業

ヲ
不

令

造

ズ
シ
・ア
、
既

二
他

界

二
移

ア
善

キ
身

二
生

レ
ニ
タ
リ
。
」

と

父

母

を

慰

め
・

屍

體

確

認

の
目

標

と

し

て
・

蓮

花

を
以

て
す

る

こ

ど

と

、
又

「
觀

音

二
仕

テ
觀

音

品

ヲ
朝

暮

二
誦

シ
故

二
、
永

ク
生

死

ヲ
離

レ
一ア
淨

土

二

生

ル
・
事

ヲ
得

タ
リ
ト
。
」

と
告

げ

て

い
る
。

驗

記

に

は

「
讀

法

花

經

。

誦

普

門

品

。
奉

仕

觀

音

。
」

と
あ

る
が

、

今

昔

は
單

に

「
殊
㌧
觀



立
日
.
仕

.
、
常

。
壑

日
口
㎜
ヲ
讀

ケ
リ
。
L

と

な

し
、

持

經

者

糎

行

か
ら

觀

音

信

仰

へ
の
傾

斜

を

一恋

、

法

華

經

靈

驗

譚

か

ら
離

れ

て
・

響

靈
驗
譚
に
編
入
し
た
、
今
昔
物
語
編
者
の
立
場
が
理
解
せ
ら
れ
る
。

地
藏
と
靉

の
憙

、
又
は
多
元
構
成

の
信
仰
は
、
二
世
の
利
箏

求
め
ん
と
し
た
も
の
で
・
こ
れ
地
響

薩
襲

に
よ
る
も
の
で
あ

る
愚

わ
れ
る
。

瞋
恚
を
謦

乍
、b
も
、

莓

月
ノ
廿
四
日
・
ハ酒
肉
ヲ
斷
チ
、女
境
・
留
メ
・
、
專
三
龜

藏
菩
哮

念
・
奉
ル
・亦
・
日
夜
・
阿

罐

.
念
佛
.
唱
.
、亦
、
常

痔

齊
L
し
た
紀
用
方
は
、
「
世
・
阿
罐

・
聖
」
と
、稱
せ
ら
れ
た
.念
佛
勸
藩

に
・
義

の
化
身
と
難

せ
、b
れ

、

彌

辷
信

を

起

し

、

「
年

漸

ク
傾

ア
、
途

。
、
出

家

入

道

シ
ッ
。
+

餘

年

ヲ
縡

ア
後

、

身

病

有

・
云

へ
・
モ
・
苦

シ
・
所

无

・
・
、心
不

違

シ
テ
・

西

。
向

ア
念

佛

ヲ
唱

へ
、
義

ノ
名

曜

シ
。.
、
繦

へ
入

。
ヶ
リ
.
」

と

あ

る
.

又

治

安

三

箜

9

三

)
四
月

、

京
中

及

び

天

下

に
疫

麌

流

行

し

た

時
、

慈

瀋

正

の
弟

子
仁

康

は
、

世

間

の
無

常

を

思

は

ぼ
、

逢

義

薩

・
像

・
造

・
・

豊

剛
・
シ
・
其

・
功

徳

・
可

灘

シ
・
然

.
バ
、
近

ハ
藷

。
迷

.
輩

ヲ
救

ヒ
、

遠

三

途

。
苦

ブ
者

ヲ
訪

ハ
・
ト
L

の
慈

に

よ

り
、
造

立

し

た
祗

陀

林

寺

の
地

藏

縁

謦

・
地

蘿

の
始

行

に

つ
い

て
知

ら
れ

、

八

+

の
長

壽

を

保

ち

、

「
A
羅

ル
時
、

心

不

違

ズ
シ
テ
、
西

・
向

・
直

・
居

・
・
阿

彌

陀

佛

井

・
地

鑿

薩

・
巍

ヲ
唱

テ
・

眠

ル
ガ
如

ク
シ
。.
失

。
ヶ
リ
、
」
と

の
日覆

に
よ

り
、

「
然

レ
バ
、
二
世

ノ
利

鑑

藏

菩

薩

・
誓

・
過

・
ル
ハ
无

・
・
知

・
・
世

・
人

專

・
信

・
可

奉

シ
ト
ナ
ム
・

語

リ
傳

へ
。
、
ト

ヤ
」
と
結

ん

で

い
る

.
・
」
れ

厄
藩

除

、
自
心
災

延

A
叩
と

、
往

生

讒

の

二
世

利

箏

謦

も

の

で
あ

る

・
か

か

る

息

災
延

會

鋸
鐸
爨
報

麟

爨
耀醒
嚥靉

麗

獣

鬱

馳難

墜

信
仰
し
豪

嘗
田
み
、地
鑾

.塵

躰
を
造
立
し
、甚

日
に
攀

善

み
、
地
蘿

を
行

つ
た
・
死
期
を

莪

・
・
必
ズ
・月
甚

日
ヲ

以
一.可
攀

笙

シ
L
と
知
り
、

百

ノ
廿
四
日
。佛
ノ
御
前
・
シ
ニ・、端
坐
シ
一ア
死
・
・
バ
、
疑
・
无
荏

生
也
言

確
認
せ
ら
れ
て
い
る
・
地
藏

苙
。藤

造
立
、
法
華
經

韲

.寫
嚢

の
功
徳
に
よ
り
、
地
獄
の
苦
患
の
靉

を
物
語
る
の
は
・
読
濤

難

で
あ

つ
て
・
そ
の
善
根

わ
が
國
往
生
傳
史
圭

り
見
た
ム.土・
物
語
集
作
者
の
性
向

二
五



二
六

の
願
主
・
妻
の
尼
の
夢
に
・
轟

蓮
は
喜
色
を
帶
び
、

姿
麗
し
く
、服
鮮
か
磊

り
、

「
汝
ガ
盖
口根
ノ
カ
。侮

.
、我
.
、罪
ヲ
遁
.
一.
只
A
つ、

法
花
經

゜
地
藝

。薩
・
助
・
琴

・淨
ヰ

一參
・
」
善

げ
て
い
る
.
こ
れ
藤

塞

の
肇

經
書
寫
の
功
徳
に
よ

つ
て
、
極
饗

笙

し

た
雛

律
師
の
説
話
の
系
譜
篷

耄

の
で
あ
る
が
、
特
に
三
尺
の
地
藝

、薩
竺

躰

の
造
立
が
加
味
せ
・り
れ
、
地
藝

.薩
の
讓

の

類

例

に

入

れ

て

い
る
。

(
M7
)

地
響

鼕

信
仰
し
・
そ
の
所
行
が
奇
特
な
た
め
、
陸
奥
國
小
松
寺
の
沙
靉

念
は
、
地
鑾

.劈

大
悲
の
鏡

な
り
と
信
ぜ

り
れ

た
が
・
京
西
山

の
西
石
藏

の
仙
久
撫

鳶

学
問
と
道
心
共
霊

び
な
く
、
慈
心
零

し
て
諸
人
に
渇
仰
せ
・b
れ
、
自
行
は
不
斷
に

念
墅

唱
え
・別
の
草
庵
に
羣

て
、
法
芙

曼
陀
讐

懸
け
、行
渉

乞
修
し
、
並
日賢
の
化
身
な
り
と
舌
口.つ
世
人
の
慧

は
、
廣
く
世
に

傳

わ
つ
て
・結
縁
す
る
者
多
く
・肇

の
藩

に
よ
つ
て
、
正
念
亂
れ
ず
念
佛
を
唱

え
、
蘿

し
て
蘿

し
た
.
。」
の
読
話
は
Aコ
此日
茲

。

い
て
は
・
普
賢
菩
薩
の
靈
黷

中
に
收
め
・り
れ
て
い
る
が
、
も
し
葱

の
恕

、

並
日賢

の
化
身
と
し
て
の
仙
久
に
樹
し
、

「
世
ノ
人
、

京

ヨ
リ
モ
畧

ー

・
・
此
・
人
・
懇

・
・
ガ
爲
・
・
、鼕

・來
ル
人
、其
ノ
員
多
シ
.」
と
あ
る
教
化
力
よ
り
す
れ
ば
、持
讐

仙
久
の
本
蠱

日賢

菩
劈

教
化
繞

せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
諸
人
の
受
け
釜

日鑾

・薩
の
靈
驗
に
ニゴロ
及
芋

、
む
し
ろ
蘿

者
仙
久

の
極
樂
笙

の

行
蒙

蠱

と
な
り
・
そ
の
教
化
が
附
帶
せ
・り
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
か
り
、
む
し
ろ
法
華
靈
驗
華

の
人
物
と
す
べ
き
で
あ
る
.

脚

萎

時
岱

期
以
後
・
叢

蕃

を
暴

し
た
思
潮
は
、
こ
れ
を
爾

に
罷

す
れ
ば
、
現
世
は
安
穩
に
榮
華
を
享
樂
す
る
地
遅

礬

し
・
糶

筅

立
ち
出
家
し
て
・
黍

耋

の
境
を
確
保
す
る
こ
差

あ
つ
た
.
臨
釐

家
の
意
圖
に
は
、
も
ち
ろ
ん
嚴
肅
な
立居

床
に
お
い
て
・
覆

の
持
犯
の
閥
漿

内
面
的
に
は
潜
在
す
る
が
、
入
彊

世
の
語
感
の
持
つ
悲
襄

、
そ
の
獪
鼕

糶

に
壼、
で
持



越

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
傾
向
に
封
し
、保
た
る
べ
き
地
位

・
名
聞

・
財
寳

・
愛
慾
等
物
心
兩
面

の
す
べ
て
、印
ち
世
俗
の
樂

し
み
を
捨
て
、
捨
家
棄
欲
し
て
沙
門
と
な
る
こ
と
は
、
世

の
刮
目
す

べ
き
事
件
と
な
る
。
こ
れ
出
家
機
縁
譚
を
成

立
せ
し
め
る
所
以
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
出
家

の
目
的
は
、常
住
安
穩
、
無
爲
眞
實
泥
沍
の
世
界
が
求
め
ら
れ
、そ
れ
が
極
樂
世
界

の
名
に
よ
つ
て
表
わ
さ
れ

て
い
る
・
よ
つ
て
今
昔
に
奎

出
家
者
の
靉

を
物
語
る
入
常

頭
少
醤

峰
飽

(雛
隴
募

河
守
大
江
逾

(攀

内
齷

滋
能

(法
名
寂
心
)等
繕

本
瞿

生
傳
籖

せ
ら
れ
る
・西
方
願
生
者
で
あ
る
・
聳

て
今
昔
鑾

+
九
に
收
め
ら
れ
る
出
蘓

縁
蓑

(78
)

出

家

を
前

提

と

し

て
往

生

を

欣

う

た
も

の

で
あ

る
が

、
特

に
目

を

ひ
く

例

話

は
、

夢

を

み

て
出

家

し
た

、
西

京

の
鷹

を
仕

う

者

は
、

出

家

後

「
偏

二
聖

人

ト
成

テ
、
日
夜

二
彌

陀

ノ
念

佛

ヲ
唱

ヘ
テ
、
十

餘

年

ト
云

フ
ニ
ナ
ム
絡

リ
貴

ク
∠
,失

二
ヶ
ル
。
」

と
結

び

、

但

だ

念

佛

を

唱

え

て
往

生

し

(79
)

、

た

こ

と
を

傳

え

て

い
る

。

又
讃

岐

國
多

度

郡

の
源

大

夫

は
、

殺

生

を
以

て
業

と

し
、

因

果

を

知

ら

ず

、

三

寳

を

信

ぜ

ぬ
惡

人

で
あ

つ
た

が
、

講

に
結

縁

し
、

講

師

の
勸

め

に

よ

り
、

發

心

し

て
髻

を

切

り
、

念

佛

老

唱

え

て
、

西

に
向

つ
て
山

河

を

跋

渉

し
、

西

に

海

の
ひ

ら

け

た
嶮

し

き
峯

の
、

二

胯

な

る
木

に
登

つ
て
、

念

佛

し
繦

命

し

た
。

そ

の
源

大

夫

の

口

か
ら

蓮

花

一
莖

生

え

、

そ

れ

を

も

つ
て
極

樂

に

往

生

し

た
確

證

と

し
、

「
實

ノ
心

ヲ
發

セ
バ
此

ク
貴

キ
事

モ
有

ル
也
」

と
讃

嘆

し

て

い
る
。

こ

れ
極

惡

人

の
發

心

出

家

の
動

機

を
主

題

と
す

る

と
共

に
、

そ

の
單

直

仰

信

の
念

佛

者

の
尊

さ

が

、

同

等

の

ウ

エ
イ
ト

を

し

め

て

い
る

。

又

長

元

四

年

(
一
〇
三

一
)
三
井

寺

慶

柞

阿

闍

梨

に

つ
き

、
髮

を

剃

り
授

戒

し

て
後

、偏

に
彌

陀

の
念

沸

を
唱

え

、絡

り

貴

く

し

て
長

元

八

年

(
一
〇
三
五
)
七

十

三
歳

で
失

せ

ら

れ

た

、
大

(　
>

齋

院

選

子
内

親

王

に

つ

い
て
、

今

昔

は
「
現

世

二
微
妙

ク
可

険

シ
ク
シ
テ
過

サ
セ
給

ヒ
ニ
シ
ヵ
バ
、
後

生

ハ
罪

深

ク
ヤ
御

シ
マ
サ
ム
ズ
ラ
ム
ト
人

皆

思

ヒ
ヶ
ル
ニ

御

行

ヒ
緩

ム
事
无

ク
貴

ク
シ
テ
、
現

二
極

樂

二
往

生

シ
給

ヒ
ヌ
ラ
ム
ト
テ
、
入

道

ノ
中

將

モ
最

後

二
參

リ
會

テ
見

テ
士貴

・
被

貴

ナ
ル
ト
ナ
ム
語

リ
傳

ヘ
タ
ル
ト

ヤ

」

と
、

或

る
中

將

の
言

と

し

て

い
る

。

こ
れ

天
延

三
年

(
九
七
五
)
六
月

二
十

二
日

賀

茂

齋

院

と

な

り
、

長

元

四

年

(
一
〇
>>1
1
)
九

月

二
十

二

日
解

任

と

な

る

ま

で
、

そ

の
盛

時

に

は

上
逹

部

・
殿

上
人

と

の
優

雅

の
交

遊

に
耽

ら

れ

た

が
、

出
家

後

四

年

の
念

佛

の
薫

習

に

よ

つ

て
、

わ
が
國
往
生
傳
史

上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者

の
性
向

二
七



二
八

往

生

を
途

げ

ら

れ

た

こ

と
を

示

す

も

の

で
、

こ

の
読

話

の
歴

史
性

に

つ

い
て

は

、
疑

問

と

す

べ
き

點

が

あ

る

が

、
そ

の
内

容

は
稱

名

念

佛

が

、往

生

の
た

め

に

は

、瓧

會

の
通

念

を

越

え

る
紹

對

性

を

主
張

す

る

も

の
で

あ

る
。

こ

の
稱

名

念

佛

が
往

生

極

樂

の
當

盆

の
み

で
な

く

、

　o
>

現

盆

の
「
値

盜
人

存

命

」
し
た
、

藥

師

寺

の
舞

人

玉

手

公
近

の
例

證

は

、

「
此

レ
他

二
非

ズ
、
年

來

念
佛

ヲ
唱

フ
ル
ニ
依

テ
、
忽

ノ
難

ヲ
冤

レ
ヌ
。
况

ヤ

後

世

二
極

樂

二
出

レ
ム
事

ハ
疑

ヒ
无

シ
ト
ゾ
人

云

ヒ
ヶ
ル
。
」

と

、
現

盆

に

よ

つ
て
當

盆

を
類

推

し
、

更

ら

に

「
年

九

十

二
成

マ
デ
念

佛

ヲ
ナ
ム
申

シ
テ
、

死

二
ヶ
ル
時

ノ
作

法

現

二
極

樂

二
參

ヌ
ト
見

エ
ヶ
リ
。
」

と

、

そ

の
臨

絡

の
主

焦

點

の
作

法

の
殊

勝

性

を

稱

名

念

佛

に

歸

納

し

て

い
る

。

こ

の
稱

名

念

佛

が

、諸

善

の
功

徳

に
勝

る
原

因

は

、
「
諸

ノ
功

徳

ヲ
造

ラ
ム
モ
、
誠

ノ
心

ヲ
至

サ
ム
事

難

シ
。
ロ
ハ
不

如

ジ
、
偏

二
念

佛

ヲ
唱

ヘ
テ
、
往

生

ヲ
可

願

キ

也

」

と

あ

る

こ

と

に

よ

り
知

ら

れ

る
。

「
身

貧

ク
候

ヘ
バ
、
指

ル
功

徳

モ
否

造

リ
不

候

ズ
。
只

、

年

十

五
歳

ヨ
リ
檜

皮

ヲ
葺

ク
事

ヲ
業

ト
シ
テ
、
世

ノ

ス
ス
キ

中

ヲ
過

候

ツ
ル
程

二
、
年

來

ノ
嫗

二
罷

迭

シ
テ
此

ノ
七
年

、

世

ノ
中

ノ
无

端

ク
思

エ
候

マ
、
二
、
魚

食

テ
モ
ロ

ヲ
瀬

テ
念

佛

ヲ
申

シ
候

フ
、
魚

ヲ
不

食

ヌ
時

タ
ラ

也

。

日

二
何

ラ
ト
モ
定

メ
不

候

ズ
。
大

便

小

便

仕

リ
候

フ
程

、

物

食

ブ
ル
間

、
寢

入

ナ
ド
シ
テ
候

フ
程

ヲ
除

テ
ハ
、
申

シ
付

テ
候

フ
事

ナ
レ
パ
、
怠

ル
事

不

候

ズ
」

(
82

)

と

の

、専

心
念

佛

者

の
檜

皮

葺

は

、
比
叡

山

大

智
房

の
房

主

残
内

供

の
假

寝

の
夢

に
、

「
房

ノ
上

二
金

色

ノ
佛

、
鳥

帽

子

ヲ
爲

給

テ
、
風

ノ
吹

ヶ
バ

紙

捻

ヲ
以

テ
鳥

帽

子

ヲ
頤

二
結

付

テ
、
檜

皮

ヲ
葺
給

・
」

と

見

え

た

の
で

あ

る
。

以

上
列

擧

し

た
中

、

最

後

の

三
話

の
例

證

は
、

直

接

如

何

な

る

典
據

に

よ

る

も

の

で
あ

る

か
到

ら

ぬ

が
、

そ

れ

だ

け
、

今

昔

成

立
年

代

に
接

近

し

た
時

代

の
出

來

ご

と

で

あ

り
、

又

記

録

を
持

た

ぬ
庶

民

の
間

に
語

り

繼

れ

た
稗

話

が
、

編

者

に

よ

つ

て
こ

こ
に
採

上

げ

ら

れ

た

も

の
と

考

え

ら

れ

る

。

か

く

の
如

き
考

察

が
成

立

す

れ

ば
、

專

心

念

佛

が
諸

善

の
複

合

し
た

念

佛

か

ら

訣

別

し
、

繦

對
價

値

が
學

僣

に

よ

つ

て
強

調

せ

ら

れ

る

以
前

に
、

哲

理

を

越

え

て

、
庶

民

の
信

仰

の
肌

で
吸

收

せ

ら

れ

た
信

仰

の
實

證

で

あ

る

と
共

に

、
今

昔
作

者

の
興

味

を

そ

そ

つ
た
事

項

と

し

て
注

目

せ
ら

れ

る

。

　嫻
○

/く



以
上
縷
述
し
た
ξ

し
ろ
を
要
約
す
る
と
、
先
ず
盒

・
物
語
集
卷
第
+
五
に
お
け
る
往
生
人
と
、
そ
の
説
話

の
オ
リ
ジ
ン
及
び
關
連
説

話
に
つ
い
て
圖
表
す
れ
ば
、
左
頁

の
如
く
で
あ
る
。

圖
表
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
如
く
、何
れ
の
諸
傳
と
も
關
連
を
有
せ
ぬ
も
の
を
、特
に
今
昔
が
採
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
か
ら
そ

.し
に
他
傳

の
作
者
の
關
、心
糞

る
、
作
者
の
興
味
が
抽
出
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、曁

指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
・そ
れ
等

の
往
生
人
に
丘
ハ通

す
る
、卆
素

の
行
修
は
、醍
醐
の
觀
幸
入
寺
に

つ
い
て
は
、
「眞
言
ノ
蜜
法
・
受
・
學
ア
後
、行
法
・
修

・
・怠
ル
事
无
・
ー

-互

一弖

掣

生

と
、
「、何

ナ
ル
縁

。
力
有

ケ
ム
、
堅

ク
道

、心
發

。
ケ
レ
バ
、
本

寺

ヲ
去

ア
、
忽

・
土

佐

國

・
行

テ
、
偏

・
名
聞

・利

養

・
弃

・
・
聖

人

・
成

・
・
年

來

行

・
ケ
ル
・
・
」

と

言

う

後

孚

生

と

に

分

け

ら

れ

て

い
る

。
後

牟

生

の

「
年

來

行

ピ
ケ

ル
」

の
持

つ
語

感

は
・

前

孚

生

の
眞

言

の
行

法

と
解

さ

る

べ
き

ム

ー

ド

が

た

だ

よ
う

が
、

臨

絡

に

莪

.
、

明

日

ノ
未

時

。
死

ナ
・
ト
ス
。

汝

等
、

諸

共

・
只

今

・
・
明

日

・
未
時

マ
デ
・

念

佛

・
唱

へ
・
音

・
斷

・
事

无
.
.
」
と
云
い
、
自
、b
蘿

夜
念
佛
を
唱
え
た
蓄

う
事
實
か
ら
逆
推
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
聖
人
と
な

つ
た
後
は
・
常
に
念
佛
を
唱

え

て
年
來
を
迭

つ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
遁
世
遊
行
の
比
叡
山
繪
播

が
、
弟
蕎

清
尋
に
語
る
述
屡

・
「世
・
舞

・
觀
ジ
・
・
些

・

世

ヲ
弃

ア
偏

後

世

ヲ
所

フ
ム
ト
思

ヒ
廻

シ
・
、
只
、

佛

法

・
少

力
・
ム
所

・
行

・
・
身

・
弃

・
・
拠

第

乞
食

・
シ
・
命

許

・
バ
助

…

幅

一念

佛

ヲ
唱

へ
ζ

ソ

鑵

。
ハ
往

生

.

.
言

あ

る

・し
と

に

よ

つ

て
、

唱

名

念

佛

者

で
あ

る

こ
と

は

明

ら

か

で

あ

る
・

又

も

と

盜

人

で
・

後

に

深

く

道

心

を
發

し
、

雲

林

院

で
苙
口
提

講

を

始

修

し

た

聖

人

は

、

百

夜

・
彌

陀

ノ
念

佛

・
唱

・
、
懃

・
攀

・
牛

・
暗

ヶ
ル
」

人

で

あ

り
・

北

山

の
餌

取

の
法
師

は
、

山

に

迷

い
、

A
コ
宵

許

り
宿

つ
た
叡

山

の
修

薯

に
、

憙

佛

・
唱

・
ル
・
・
外

勤

・
ル
事

无

シ
テ
ナ
・
・
年

來

・
成

・
ル
・
言

物

語

つ
て

い

る
。

源

信

僭

都

母

尼

も

、

わ

が

子

の
勸

め

に
よ

り

、
臨

絡

に

翹

・
道

心

・
發

・
・
念

佛

ヱ

一
言

返

許

唱

・
ル
程

・
・
曉

方

・
成

・
滔

入

ル
樣

L

に

て
往

生

し
、
筑

前

國

の
流

浪

尼

は

「
常

・
彌

陀

ノ
念

佛

・
唱

亨

。
忍

テ
耒

唱

ズ
シ
・
・
此

・
高

聲

・
・
其

・
音

極

メ
テ
高

・
シ
・
叫

ブ
ガ

如

也

.
」

と

あ

る
。

そ

れ
・ら
の
何

れ
も

、

讙

の
毳

を

唱

え

た

こ
と

は
、
特

に

蟹

籌

經

の
第

+

八

願

の
乃

至

+

念

の
・
上
畫

形

の

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

二
九



(1)卷15所 載往生人ヒ典據

今 昔 物 語 集[ 灘驗訓 往生訓 攤 観 傳

元興寺智輝 光艦 飜 一} X 010 X

元興寺簾 鰤 艦 飜 二1 ×i
lO5

X

東持 戒壇和上明祐往生飜 三1 X os X

藥塒 濟灘 雛 蠕 第四i X 091 X

比鋤 赴 囎 薦 雛 飜 五1 X 011 X

惣 頸硝 囎 艦 飜 六1 X 012 X

擁 寺住髞 難 生飜 七i X Q13 X

煦 嬾 川講 艦 飜 八1 X 014 X

煦 山艶 麒 儲 素艦 飜 九1
I

X X15 X

煦 山餬 離 生飜+i X 019 X

比叡山西塔僣仁慶往生語第十一; 1
・中521 X ○上25

煦 鹸 川㈱ 艦 飜+二1 ・中5・1 X ○上24

石蠕 巓 艦 飜+三t X 020 X
一

醐 寺辮 入寺往生飜+四[ X X X

比叡山僣長増往生語第十五 i
1

X X
一

比叡山千觀内供往生語第十六 [×1
ols X

法興寺僭夲珍往生語第十七 1×1
024
.

X

如意寺僭増祐往生語第十八 1×1
Q25 X

陸奧國小松寺僣玄海往生語第十九 i×}
・261 X

信濃國如法寺僣藥連往生語第二十 i×[
Ogg X

大日寺僭廣道往生語第廿一 i' 021 X

始雲林院菩提講聖人往生語第廿二 X
t×i

X

始丹後國迎講聖人往生語第廿三 X 1×1
X

鎭西行千日講聖人往生語第廿四 X
i・1 鑾翻蓊

三
〇



攝鞭 亂 人往生飜 廿五i・1・231×

盤 願 古騰 信艦 飜 廿六 ・1・22・

北蠏 取鰤 往生飜 廿七1・1・1・

駟 鰍 法師往生飜 廿八1・ 中731× ×

嬾 雕 懃 往生飜 廿九1・ 下9・1×1・ 中7

美灘 藥延往生飜 三+1・ 下94i・ り 中8

惣 山入韻 雛 生飜 粘
1×1・271・

河膕 入道尋雛 蠕 第卅二1×
1・291・ 一

源憩瞞 出家往生飜 卅三1・1・35・

罐韆 灘 卅∵ 。xX95萼31:}1
小松憩 齲 雕 生飜 牀1×1・3・i×

池上賄 髀 鯤 艦 飜 卅七1・ ・3・1×

伊勢國飯高鯤 往生飜 卅八1× 一 ・321・

1=__.t母 雕 生飜 卅九1・!× ×

睿鯉 姆 腋 妙往.:°1+1・ 下ggl×i中27

鎭醋 前國黻 尼往生飜 四+-1×}×}・

義孝小雛 生飜 四+二1・ 下1・3i・341×

丹波中飜 通往A第 四+三1・ 下・・21×1中 ・5

伊8?智 鷁 艦 飜 四+四1・ 下…1・361×

越中輌 藤原髄 往生躰 飜 四+司 ・下1・41×1×

長膕 賦 大雉 生兜率飜 四+利 ・下971×i・

齬 業撮 後唱念難 生pl7四+司 ×[×1×

近江守顔 妻讎 齬 第四+八1×1・37}×

右大鱇 原佐腰 往生飜 四+九1×[・381×

媾 原氏往生飜 五+i×i・39・

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

一三



瞹 國鯖 郡老磁 飜 針 一1
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三
二

理
解
に
よ
つ
て
、
勤
あ
ら
れ
る
行
爲
で
あ
る
こ
と
か
注
目
せ
ら
れ
る
。

一
生
造
惡
の
業
人
が
、

臨
絡
に
火
車

の
來
現
を
見

て
、
善
知
識

の
教
え
を
信
順
し
、

「
掌
ヲ
合
テ
額

二充

テ
、南
旡
阿
彌
陀

佛
ト
惟
二
千
度
唱
」
え
て
、
蓮
花

一
葉
を
眼
前
に
見

て
、
往
生
し
た
こ
と
と
、
仁
和
寺
の
觀
峯
威

儀
師
の
從
童
瀧
丸
も
、

臨
絡
に

「
十
廿
度
許
唱
フ
ル
」
念
佛
の
聲
諸
共
に
往
生
を
途
げ
た
。

今

昔
の
結
語
は

「
賤
ノ
物
ノ
、
故
モ
不
知
ヌ
童
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
年
來
、極
樂
ヲ
願
ヶ
ル
ヤ
、
ロ
ヲ
動
ヵ
シ
ヶ
ル
ハ
、

念
佛
ヲ
申
シ
ヶ
ル
ナ
メ
リ
。」
と
、
夲
生
の
無
言
念
佛
を
認
定

し
て
い
る
。
最
後

の
二
例
は
、

一
は
臨

絡
念
佛
に
よ
る
、
觀
無
量
壽
經
の
下
々
品
の
惡
人
往
生
の
例
證
で
あ
り
、
又
他
は
愚
鈍
無
智
の

李
生
念
佛
に
よ
る
往
生
の
例
證
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
、
李
生
念
佛
の
行
修
が
注
意
せ
ら
れ
る

中
に
お
い
て
、
特
に
惡
人
往
生
、
愚
人
往
生
が
特
筆
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
作
者
の
淨
土
教
信
仰

の
覦
點
が
、
か
く
の
如
き
二
類
に
集
中
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
、

い
わ
ゆ
る
、
機
根
論

が
素
直
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

つ
て
、
卷
第
十
五
が
往
生
傳
的
性
格
を
持

つ
こ
と
は
、
明
ら
か
な
事
實
で
あ
り
、

作
者
の
信
仰
構
造
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
彼
が
獨
自
に
注
目
し
た
往
生
人
の
信
仰
形

態
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
い
さ
さ
か
解
明
し
得
た
が
、
そ
れ
は
複
合

形
態
を
離
れ
て
、

單

一
の
口
唱
念
佛
に
純
化
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
數
量
念
佛
よ
り

一
聲
に
繦
對
價
値
を
も
つ

念
佛
に
移
行
し
た
。
更
ら
に
い
ま
、

今
昔
の
本
朝
付
佛
法
の
全
篇
に
つ
い
て
、
往
生
諡
話
を
摘

出
す
れ
ば
、
左
の
圖
表

の
如
く
で
あ
る
。
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三
四

こ
の
圖
表
に
よ

つ
て
理
解
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、

卷
第
十
五
以
前

の
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
祀
の
信
仰
は
、

明
確

で
な
い
が
、
,臨
絡

に
西
向
端
坐
、
往
生
の
異

相
、
念
佛
又
は
滅
後
の
瑞
相
に
よ

つ
て
、
そ
の
極

樂
往
生
を
剣
定
し
、
念
佛
も
觀
想
か
、
稱
名
か
、

明
確
を
欠
い
て
い
る
。
次
ぎ
に
法
華
驗
記
に
依
據

す
る
も
の
は
、
法
華
經
に
説
く
行
修
、
就
中
、
讃

誦
を
中
心
と
し
て
念
佛
し
た
、

夲
生
が
傳
え
ら
れ

た
も
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
念
佛

に
は
觀
念
あ
り
、

稱
名
も
あ
つ
て
、
卷
第
十
五

の
前
奏
的
役
割
を
な

す
こ
と
は
、
往
生
極
樂
が
法
華

の
靈
盆

の

一
な
る

た
め
で
あ
る
。
卷
第
十
五
は
往
生
淨
土
を
目
的
と

し
た
本
命
で
あ
る
。
卷
第
十

六
以
後
は
、
往
生
極

轤
鷺
態
響
慰
輸
け質
黐
螺

「
永

ク
生

死

ヲ
離

レ
テ
淨

土

二
生

ル
、
事

ヲ
得

」

た

こ
と

を

夢

告

し
、

道

心

あ

る
國

内

の
聖

人

は
、

池

の
邊



り

に

お

い

て
、

「
不

斷

二
法

花

ノ
懺

法

シ
修

シ
、
彌

陀

ノ
念

佛

ヲ
唱

ヘ
テ
」
追

善

し
た

こ
と

以
外

に

は
、

念

佛

に

つ

い

て
は

述

べ
ら

れ

ぬ

が
、

そ

れ

に
次

ぐ

八
項

は
地

藏

菩

薩

の
靈

驗

譚

で
あ

る
が

、

と
も

に
地

藏

の
利
盆

を

主

張

す

る

傍

ら
、

丕
-
生

か
臨

絡

に
念

佛

を
唱

え
、

更

ら

に
異

相

が
隨

件

し
、

淨

土

に
往

生

し

た

こ

と
を

知

ら

す

か
、

世

人

の
到

定

を
言

い
傳

え

た

も

の
で

あ

る
。

次

ぎ

に
持

經

者

仙

久

は
、

繦

え

ず

念

佛

し
、

「
法

花

ノ
薫

修

自

然

ヲ
至

テ
、

途

二
命

絡

ル
時

、

心

不

亂

ズ
シ
テ
、

念

佛

ヲ
唱

へ
、

經

ヲ
誦

シ
テ
」

命

絡

し

て

い
る

。

舞

臺

は

フ

ィ

ナ
ー

レ

の
絡

末

に
近

付

き

な

が

ら
、

し

か

も
、

時

に
法

華

の
行

法

が
首

を

覗

か

せ

て

い

る

こ

と

は
、

時

代

及

び

編

者

の
基

本

的

な

性

向

、

教

養

に

よ

る
局

地

慣

習

と

し

て
、

眞

に
止

む

を
得

ず

、

取

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

つ
た

、

限

界

の
極

端

で
あ

つ
た

と

考

え

ら

れ

る

。

し

か

し
卷

第

十

九

に
示

さ

れ

た
五

話

は
、

例

外

な

く

口
稱

の
念

佛

一
邊

倒

で
あ

つ
て
、

特

に
殺

生

を
業

と

し
、

因

果

を
知

ら
ず

、

三
寳

を

信

ぜ
ず

、

殊

更

ら

法

師

を

忌

み

嫌

う

源

大

夫

の
、

入

信
後

の
單

純

素

朴

な
行

動

、

及

び
比

叡

山

大

智

房

の
檜

皮

葺

職

人

の

「
只

、

年

十

五

歳

.
リ
檜

皮

一フ
葺

ク
事

ヲ
業

ト
シ
テ
、

世

ノ
中

ヲ
過

候

ツ
ル
程

二
、

年

來

ノ
嫗

二
罷

迭

レ
テ
此

ノ
七

年
、

世

ノ
中

ノ
无

端

ク
思

エ
候

マ
・
二
、
魚

食

テ
モ

ロ

ヲ
瀬

テ
念

佛

ヲ
申

シ
候

フ
、
魚

ヲ
不

食

ヌ
時

タ
一フ
也
。

日

二
何

ラ
ト
モ
定

メ
不

候

ズ
。

大

便

小

便

仕

リ
候

フ
程

、
物

食

ブ
ル
問

、
寢

入

ナ
ド
シ
テ
候

フ
程

ヲ

除

テ
ハ
、
申

シ
候

フ
事

ナ
レ
バ
怠

ル
事

不

候

ズ
」

と
、

職

業

の
手

を
動

か

し
乍

ら
、

休

ま
ず

口

を
動

か

し

た

口
稱

の
職

人

は
、

内

供

の
夢

に

彌

陀

と
表

わ

れ

た

こ

と
を

載

せ

て

い

る
。

以

上

の
如

き

惡

人
往

生
、

無

智

一
文

不

逋

の
職

人

の
物

語

が
採

上

げ

ら

れ

て

い
る

こ

と

は
、

こ

れ
前

に
述

べ
た
如

く
、

作

者

の

モ
ダ

ニ

テ

ィ
ー

の
片

鱗

を
見

る

こ

と

が
出

來

る
。

こ
の
モ
ダ
三
ア
ー

が
遺
辱

く
馨

せ
ら
れ
る
の
は
・
輦

二
+

昊

狗
・
現
佛
坐
木
棗

照鸚

ご

冨

吹
山
三
修
禪
師
・
得

(84
)

天
宮
迎
語
第
十
二
」
で
あ
る
。
前
者
は
五
條

の
道
租
紳
の
邊
り
の
、
柿
の
木
の
上
に
佛
現
わ
れ
て
光
明
を
放
ち
、
樣

々
の
花
な
ど
を
降

ら

し
、
京
中
の
人
が
群
を
な
し
て
參
詣
し
、
大
評
剣
と
な

つ
た
の
を
、
右
大
臣
光
の
正
覗
に
耐
え
ら
れ
ず
し
て
、
木

の
上
の
佛
は
屎
鵄

の
正
體
を
現
わ
し
た
、
と
言
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
後
者
は

「
心
二智
リ
无
シ
テ
、法
文
ヲ
不
學
ズ
、
只
彌
陀
ノ
念
佛
ヲ
唱
・
リ
外
ノ
事
不
知
。

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

三
五



三
六

名

ハ三
修
禪
師
ト
ゾ
云
ヶ
リ
。
他
念
无
ク
念
佛
ヲ
曝
ア
、多
ノ
年
ヲ
經
ケ
リ
。」
と
あ
る
伊
吹
山
の
聖
人
が
、
夜
中
佛

の
來
迎
を
受
け
、
遙
か
に
西

を
差
し
て
去

つ
た
。
そ
の
後
七
八
日
を
經
て
、
下
僭
等
が
薪
を
採
り
に
山
に
踏
入
り
、
亠口阿
き
杉
の
木
の
上
で
叫
ぶ
聲
あ
り
、
見
れ
ば
極

樂

に
迎
え
ら
れ
た
聖
人
は
、
裸
で
木

の
末
に
縛
り
付
け
ら
れ
て
い
た
の
を
救
出
し
た
の
で
あ
る
。
「
心
ヲ
發
・ア
貴
キ
聖
人
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
智

惠
无
ヶ
レ
バ
、
此
ゾ
天
宮
二被
謀
ヶ
ル
。」
と
批
剣
し
、
「
如
此
ノ
魔
縁
ト
三
寳
ノ
境
界
ト
ハ不
似
ザ
リ
ケ
ル
事
ヲ
、
智
リ
无
キ
ガ
故

二不
知
ズ
シ
一ア
、
被
謀
ル

也
ト
ナ
ム
」
語
り
傳
え
て
い
る
こ
と
は
、
臨
絡
正
念
、
十
念
往
生
、
臨
絡
來
迎
、
西
向
端
坐
等
の
、
異
相

の
形
態
に
の
み
覗
點
が
集
注
せ

ら
れ
、
妄
執
と
言

つ
て
も
過
言
で
な
い
、
卒
安
中
期
以
來
繼
承
せ
ら
れ
た
祗
會
思
想
史
的
事
實
に
樹
す
る
、
形
式
主
義
打
破

の
冷
靜
な

警
鐘
と
云
う

べ
き
で
あ
る
。
單
に
作
者
の
モ
ダ

ニ
ズ
ム
が
許
さ
な
か
つ
た
批
判
的
揶
揄
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
法
然
の
教
え

た
、
「
往
生
の
爲
に
は
念
佛
第

一
な
り
。
學
問
す
べ
か
ら
ず
、
た
だ
し
念
佛
往
生
を
信
ぜ
ん
程
は
、

こ
れ
を
學
す
べ
き
な
り
。」
の
言
葉

に
連
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
縷
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、

最
後
に
作
者
の
性
格
上
、

推
定
せ
ら
れ
る
人
物
に
つ
い
て
私
見
を
述
ぶ
れ
ば
、

作
者
隆
國
読
に

つ
い
て
、
貴
族
祗
會
の
人
物
で
あ
れ
ば
、
犯
す
は
ず
の
な
い
誤
謬
、
又
隆
國
以
後
の
記
事
が
見
ら
れ
る
の
で
、
大
寺
に
所
屬
す
る
無
名

(85
)

の
書
記
僭
に
よ
つ
て
、
編
纂
せ
ら
れ
た
と
言
う
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
往
生
傳
的
性
格
を
持
つ
、
卷
第
十
五
の
組
織
内
容
か

ら
す
れ
ば
、
作
者
は
天
台
教
團
に
對
し
て
自
由
人
で
あ
り
な
が
ら
、
三
善
爲
康
の
如
き
、
沙
彌
の
反
佛
教
倫
理
を
極
度
に
強
調
し
得
な

か
つ
た
こ
と
、
む
し
ろ
、
獨
自

の
見
解
に
よ
り
補
遺
し
た
内
容
に
よ
り
、
聖
の
出
家
佛
教
を
謳
歌
し
て
い
る
點
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

叡
山
佛
教
に
爰
協
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
卷
第
十
五
を
中
核
と
し
て
、
前
後
に
見
ら
れ
る
往
生
思
想
は
、
そ
の
ま
ま
、
天
台
淨
土
教

思
想
展
開
の
綱
格
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
邸
ち
そ
の
コ
ー
ス
は
、
概
括
的
に
は

e

天
台

の
定
式
化
せ
る
行
法
を
主
體
と
す
る
西
方
往

生
、
口

念
佛
と
法
華
讃
誦
を
主
體
と
す
る
淨
土
信
仰
、
白

更
ら
に
念
佛

一
行
に
よ
る
愚
者
、
惡
人
の
往
生
淨
土

へ
と
純
化
せ
ら
れ
る



路
線
に
乘
つ
て
い
る
こ
と
が
、

本
朝
伺
佛
法
の
全
體
に
つ
い
て
見
出
さ
れ
る
が
、
口
↓
日
の
圖
式
は
巻
十
五
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
か
く
の
如
き
構
造
圖
式
の
特
色
は
、
若
し
憶
測
が
許
さ
れ
る
ど
す
れ
ば
、
上
流
貴
族
瓧
會
や
民
倩
に
通
じ
た
、
多
く
の
編
集
委

員

の
僭
俗
に
よ
つ
て
、
集
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
と
言
う
推
定
で
あ
る
。
こ
の
假
定
が
成
立
す
る
爲
め
に
は
、
次
の
事
柄

が
考
慮
せ
ら
れ
る
o

①

從
來
行
わ
た
る
上
流
貴
族
杜
會
人
、
師
ち
宇
治
大
納
言
隆
國
編
者
説

で
あ

つ
て
、

「
人

セ
シ
キ
」
と
賤
業
民

を
蔑
硯
す
る
潔
癖
性

は
、
支
配
階
級
者
と
し
て
は
、
同
席
を
も
許
さ
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ

つ
て
、
寺
詣
で
に
同
席
す
る
こ
と
を
苦
々
し
く
思

つ
た
女
流
作
家
の

(85
)

心
情
と
共
通
し
、
死
後
の
傳
を
も
區
別
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
隆
國
の
如
き
、
貴
族
祗
會
人
に
擬
せ
ら
れ
る

一
因
で
あ
る
。

②

今
昔
物
語
集
が
、

一
人
の
手
に
成

つ
た
も
の
で
な
く
、
大
寺
に
所
屬
す
る
無
名

の
書
記
僭
の
參
劃
を
得
た
こ
と
。
印
ち
、
た
と

え
叡
山
佛
教
の
直
接
の
規
制
は
受
け
な
か

つ
た
に
し
て
も
、
本
習
と
し
て
、
天
台
淨
土
教
の
根
本
的
思
惟
の
形
式
を
逸
脱
せ
ず
、
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
印
ち
何
れ
の
立
場
に
お
い
て
も
、
天
台
法
華
の
行
法
が
第

一
に
位
い
し
て
い
る
こ
と
。

③

前
二
者
が
各
そ
の
立
場
を
守
り
つ
っ
、
時
代

の
流
れ
に
抗
す
る
こ
と
を
得
ず
し
て
、
思
想
史
的
に
進
化
成
長
し
て
、
税
野
を
擴

大
し
つ
つ
あ
つ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
印
ち
聖
道
門
的
佛
教
か
ら
淨
土
門
的
佛
教

へ
の
展
開
の
過
程
に
お
い
て
、
聖
、
沙
彌
佛
教
が

是
認
せ
ら
れ
、
進
ん
で
愚
鈍
念
佛
、
惡
人
往
生
を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

④

編
者
の
教
養
が
、
世
上
に
謳
歌
せ
ら
れ
る
彌
陀
來
迎
説
に
知
性
的
で
あ
る
。

⑤

本
書
に
牧
容
せ
ら
れ
て
い
る
現
状
の
結
果
か
ら
見
て
、
今
昔
物
語
集
三
十

一
卷
、
部
ち
地
域
的
に
は
天
竺

・
震
旦

・
本
朝
の
三

國
渉
り
、
内
容
的
に
は
千
二
百
餘
の
読
話
を
拾
集
す
る
こ
と
、
特
に
本
朝
の
文
獻
に
現
わ
れ
な
い
、
民
間
口
承
の
逸
話
ま
で
を
發
掘
す

る
こ
と
は
、
到
底

一
人
の
力
量
に
よ
つ
て
で
き
る
作
業
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

わ
が
國
往
生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者
の
性
向

三
七



三
八

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
淨
土
教
に
關
心
深
き
、
財
政
的
に
は
豊
か
な
、
貴
族
が
主
宰
し
て
、
大
寺
所
屬
の
無
名
僭

の
多
數
が
協
力
し

て
、
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
す
る
。

か
く
の
如
き
諸
條
件
を
持

つ
、
他

の
編
纂
典
籍

の
例
證
に
は
、
か
の
安
養
集
十
卷
を
引
用
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
安
養
集
の
序
文
に

よ
る
と

緇
素
慕
二極
樂
世
界
一之
輩
數
十
人
。
朋
レ心
翹
レ
誠
。
撰
下
集
天
竺
晨
旦
。
顯
密
聖
教
。
本
朝
人
師
。
抄
出
私
記
。

二
百
餘
卷
中
。
釋
二

阿
彌
陀
功
徳
一之
要
文
上
矣
。

と
あ
り
、
そ
の
内
容
は

一
厭
離
、
二
欣
淨
、
三
修
因
、
四
感
果
、
五
依
報
、
六
正
報
、
七
料
簡
の
七
門
に
分
れ
、
内
題
の
下
に

「
南
泉

房
大
納
言
與
延
暦
寺
阿
闍
梨
數
人
共
集
」
と
あ
る
。
卷
五

・
卷
六
の
題
下

の
阿
闍
梨
は
數
十
人
と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
數
人
か
數
十
人

か
、
そ
の
何
れ
と
も
到
定
す
る
こ
と
は
得
な
い
が
、
と
も
か
く
不
特
定
多
數

の
協
力
下
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い

る
。
更
ら
に
迦
才
の
淨
土
論
中
に
名
現
得
二往
生
一人
相
貌
」
の

一
門
を
設
け
た
の
に
倣
つ
て
、
安
養
集
に
對
し
、
巻
第
十
五
が
設
け
ら

れ
た
と
比
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

宇
治
大
納
言
物
語
を
今
昔
物
語
集
の
原
撰
形
態
と
師
斷
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
が
、
宇
治
大
納
言
物
語
十
四
帖

の
編
集
に
は
、
安
養

集
の
如
き
編
集
組
織
が
必
要
で
あ

つ
た
と
す
べ
き
が
常
識
で
あ
ろ
う
。
そ
の
編
集
員
の
構
成
は
數
人
か
ら
數
十
人
と
大
幅

の
開
き
は
あ

る
が
、多
數
で
あ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
よ

つ
て
安
養
集
の
隆
國
を
含
め
た
編
纂
委
員
が
、同
時
に
安
養
集
と
宇
治
大
納
言
物
語
編
集

の
作
業
を
進
め
た
か
、
又
は
何
れ
か
の
作
業
を
終

つ
て
後
、
他
の
作
業
に
移
行
し
た
と
の
假
説
を
、
宇
治
大
納
言

物
語
の
成
立
に
押
當

て
み
る
と
、
そ
の
委
員
中
に
は
若
年
層
に
屬
す
る
者
も
あ
つ
て
、
隆
國
の
薨
後
も
有
志
に
よ
つ
て
こ
の
事
業
は
繼
續
せ
ら
れ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
・
宇
治
拾
遺
物
語
序
に

「後
に
、
さ
か
し
き
人
々
書
い
れ
た
る
あ
ひ
だ
、
物
語
多
く
な
れ
り
。
大
納
言
よ
り
後
の
事
書



き
入
た
る
本
も
あ
る
に
こ
そ
。
」
と
の
、
隆
國
薨
後
の
事
實
が
記
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
今
昔
物
語
成
立
の
過
程
が
知
ら
れ
る
。

よ

つ
て
今
昔
物
語
成
立
に
占
め
る
隆
國
の
役
割
も
知
ら
れ
、
隆
國
撰
者
読
の
否
定
も
解
滄
せ
ら
れ
る
。
又
反
貴
族
的
誤
謬
も
協
力
者
阿

闍
梨

の
過
失
と
す
れ
ば
、
隆
國
撰
者
説
を
無
下
に
否
定
す
る
資
料
性
に
乏
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
又
中
世
的
淨
土
敏
思
想
が
加
味
せ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
中
世
的
思
想
成
長

の
過
渡
的
存
在
ど
し
て
、
深

い
意
義
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
又
、
委
員
中
生
存
者
の
繼
續
追
加

修
正
の
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
來
述

べ
た
と
こ
ろ
は
、
今
昔
物
語
の
本
朝
付
佛
法
、
特
に
淨
土
教
と
言
う
狹
い
覗
野
に
立

つ
て
、
こ
の
細
い
管
か
ら
作
者
の
思
想

性
向

の
全
般
を
窺
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
正
鵠
を
得
た
も
の
で
な

い
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
狹
い
硯
野
の
申

に
お
い
て
、
今
昔
物

語

の
撰
者

の
問
題
と
、
そ
の
作
者

の
思
想
性
向

の
一
班
を
知
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
少
く
と
も
淨
土
教
信
仰
史
上
に
占
め
る
作
者
の
地
位

は
知
る
こ
と
が
出
來
た
と
思
う
o

註
ω

重
松
明
久

「
日
本
淨
土
教
成
立
過
程
の
研
究
」
第
二
編

「
往
生
傳
よ
り
み
た
淨
土
教
の
展
開
」
附
一
「
往
笙
傳
と
し
て
の
今
昔
物
語
第
十
五
」
參
照

②

本
朝
付
佛
法

(11
～
17
巻
)
の
組
織

巻
11

(1
～
12
)
佛
教
諸
宗
傳
來
史
譚

(13
～
38
)
寺
院
造
立
縁
起

巻
12

(1
、
2
)
造
塔
奇
譚

(3
～
10
)
法
會
起
源
詭
話

(11
～
23
)

本
覈

威
譚

(24
～
40
)
肇

霊
糶

喬

(・
-
4・
)
法
譱

鑒

耋

(ー

29
)
壅

靈
黷

(3・
蠢

蠱

臆

蕊

經

響

鸚

選

經

功
籤

蠢

(

4

1
～
5
)
往
隻
稈
(塞

笙

2
答

む
)

蠢

(-
些

壑

・
靈
黷

巻
π

(
-
垂

地

藏
靈
驗

(33

)
虚

空
藏

(
34
、
35
)

彌
勒
霊
験
譚

(36
～
38
)
文
殊
霊
験
譚

(39
～
41
)
普
賢
霊
験
譚

(
42
～
44
)

毘
沙
門
天
霊
験
譚

(45
～
47
)
吉
鮮
天
霊
験
譚

(
48

)
妙

見
菩
薩
霊
験
譚

(49
)
執
金
剛
祕
霊
験
譚

(50
)
夜
叉
聯
霊
験
譚

巻
18

〔
諸
本
欠
〕

巻
19

(
1
～
18
)
出
家
機
縁
譚

(
19
～
44
)
善
惡
應
報
譚

巻
20

(
1
～
12
)

天
狗
奇
譚

(
13
、
14
)
動
物
奇
譚

(15
～
19
)
蘇
生
譚

(20
～

46
)
善
惡
應
報
譚

わ
が
國
往
生
傳
史
上

よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者

の
性
向

三
九



四
〇

㈲

重
松
氏
は
鎭
西
行
千

日
講
聖
人
を
入
れ
て
十
人

と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
續
本
朝
往

生
傳
」

の
沙
門
能
圓
傳

は
、

こ
れ
に
該
當

す
る
と
思
わ
れ
る
、

素
朴

な
表
現
が
用

い
ら

れ
て
い
る
。

ω

續
淨
ユ
ハ
・
一
頁

㈲

『
往
生
西
方
淨

土
瑞
應
刪
傳
』
唐
文

論

・
少
康
共
撰

(
大
正
藏

五

一
・
一
〇
七
頁
)

㈲

『
續
本
朝
往
生
傳
』
續
淨
ニ
ハ
・
二
九
頁

ω

續
淨
六

・
一
八
頁

㈲

同

上

㈲

『
拾
遺
往
生
傳
』
巻

上
序

(續
淨
六

ニ
ニ
五
)

⑳

同

上

五
五
頁

㈲

同

上

九
三
頁

㈲

淨
一全
六

・
六
六

一
頁

㈹

㈲

に
同
じ

㈲

北
山
餌
取
法
師
、
鎭
西
餌
取
法
師
、

僣
尋
寂
、
僭
藥
延
、

阿
武
大
夫
、
造
惡
業
人
の
如
き

が
こ
れ
で
あ
る
。

㈲

智
光
の
生
存
年
代

に
つ
い
て
は
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多

心
經
述
義

の
序

に
、

「
從
レ
生
九
歳
。
遘
二
憤
兩
處
殉

遊
二
止
伽
藍
絢
然
自
二
志
學
⑩

至
二于

天
李
勝
費
四
年
↓

三
十
箇
年
中
。
專

憩
二
松
林
田
縛
レ
身

研
レ
紳
。
隨
レ
堪
二
禮
讀
ゆ
周
二
覽
聖
教
ご

(佛
全

六

・
三
八

一
頁
)

と
あ
り
、
又
、
靈
異
記
に

光
仁
天
皇

(在
位

七
七
〇
ー
八
〇
)

の
御
世

に
歿

し
た
と
す
る
の
で
、
そ

の
生
存

年
代

を
推
定
す
る
こ
と
が
出
來

る
。

⑯

續
群
八
上

・
一
五
〇
頁

㈲

日
本
古
典
文
學
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
巻

三
、

(比
叡
山
西
塔
僭
仁
慶
往
生
語
第

十

一
)
三
六
〇
頁

(
以
下

「
今
昔
」
と
略
稱
)

⑱

續
淨
六

・
五
二
頁

⑲

續
群
八
上

・
一
五
〇
頁

-

㈲

今

昔
三

(比
叡
山
横
川
境
妙

往
生
語
第
十

二
)
三
六

一
頁

㈲

⑲

に
同

じ
。

働

㈲

に
同

じ
。



㈱

⑱

に
同

じ
。

⑳

續
群

八
上

・
一
七
六
頁

㈱

今

昔
三

(加
賀
國
僣
尋
寂

往
生
語
第
廿
九
)
三
八
五
頁

㈱

續
群

八
上

・
一
七
八
頁

⑳

今

昔
三

(美
濃
國
僭
藥
延
往
生
語
第

三
十
)
三
八
七
頁

㈱

繪
叭淨

六

・
六

一
胃貝

鋤

績
群

八
上

・
一
八

一
頁

⑱①

今
昔

三

(睿
桓
聖
人
母
尼
釋
名
往
生
語
第
四
十
)

三
九
九
頁

剛

續
淨

六

・
二
七
頁

㈱

今
昔

三

(醍
醐
觀
幸
入
寺
往
生
語
第
十
四
)
三
六
三
頁

圏

同
上

(
比
叡
山
僭
長
増
往

生
語
第
十
五
)

三
六
四
頁

、

㈱

同
上

三
七
四
頁

㈱

同
上

(
河
内
國
入
道
尋
砧
往
生
語
第
卅
二
)

".一八

馬
白
/

鱒

同
上
、
三
八
七
頁

㈱

㈲

に
同
じ
。

㈱

⑳

に
同
じ
。

㈲

同
上

三
八

一
頁

㈹

同
上

三

(鎭
西
餌
取
法
師
往
生
語
第
廿

八
)

三
八
三
頁

ω

同
上

・
三
九
六
頁

働

同
上

・
四
〇
〇
頁

㈹

同
上

・
四

一
六
頁

ω

續
群
八
上

・
一
一
一
頁

㈲

重
松
明
久
著

「
日
本
淨
土
教
成
立
過
程
の
研
究
」

一
三
〇
頁

わ
が
國
往

生
傳
史
上
よ
り
見
た
今
昔
物
語
集
作
者

の
性
向

四

一



四

二

㈲

武
田
砧
吉
校
訂

「
校
本

日
本
靈
異
記
」

四
七
頁
。

㈹

群
類

五

・
五
四

一
頁

⑱

續
群

八
下

・
四
七
七
頁

㈲

今
昔
三

(横
川
源
信
僣
都
語
第
卅
二
)

一
七
八
頁

㈹

同
上

(多
武
峰
増
賀
聖
人
語
第
卅
三
)

一
八

一
頁

㈱

同
上

ご
○
○
頁

働

同
上

一
二

五
頁

㈱

同
上

一
=
一〇
頁

㈱

同
上

二
二
六
頁

㈲

ia
上

t
?
t
l
七
頁

㈹

同
上

ニ
ltl0
頁

㈲

同
上

二
三
四
頁

㈱

同
上

二
四

一
頁

69

同
上

二
四
八
頁

6①

同
上

三
〇
八
頁

㈹

同
上

二
七
四
頁

㈹

同
上

二
八
五
頁

63

同
上

四
九
四
頁

60

若
有
善
男
子
善
女
人
。
造
地
藏
菩
薩
像
。
寫
地
藏
菩

薩
經
。
及
念
地
藏
菩

薩
名
。
此
人
定
得
往
生
西
方
極
樂
世
界

(
大
正
藏
八
五
.
一
四
五
五
頁
)

㈲

今
昔
三

(紀
用
方
仕
地
藏
菩
薩
蒙
利
盆
語
第

二
)
五
〇
五
頁

㈹

同
上

(
僣
仁
康
所
念
地
藏
遁
疫
腐
難

語
第
十
)
五

一
六
頁

㈹

同

上

五
二
三
頁

・

㈹

同
上

(東

大
寺
藏
滿
依
地
藏
助
得
活

語
第
十
七
)

五
二
四
頁



㈹

同
上

(依

地
藏
助
活
人
造
六
地
藏
語
第
廿
三
)

五
三
四
頁

㈲

同
上

(陸
奥
國
女
人
依
地
藏
助
得
活
語
第
廿

九
)

五
四
三
頁

㈲

同
上

(下
野
國
僣
依
地
藏
助
知

死
期
語
第
三
十
)

五
四
五
頁

㈱

同
上

(説
經
僣
鮮
蓮
依
地
藏
助
免
苦
語
第
卅

一
)

五
四
六
頁

03

同
上

(沙
彌
藏
Qr5
世
稱

地
藏
變
化
語
第
八
)

五

一
四
頁

㈲

同
上

(西
石
藏
仙
久

知
普
賢
化
身
語
第
卅
九
)

五
六
〇
頁

㈲

今

昔
四

・
五
四
頁

㈹

同

上

五
七
頁

㈲

同

上

六
〇
頁

⑱

同
上

(
西
京
仕
鷹
者
見
夢
出
家
語
第

八
)

七
七
頁

㈲

同
上

(讃
岐
國
多
度
郡
五
位
聞

法
帥
出
家
語
第
十
四
)

九
二
頁

⑳

同
上

(村

上
天
皇
御
子
大
齋
院
出
家
語
第
十
七
)

九
七
頁

㈱

同
上

(藥
師
寺
舞
人
玉
手
公
近
値
盗
人
存
命
語
第
卅

六
)

=
一二

頁

㈹

同
上

(比
叡
山
大
智
房
檜
皮
葺
iiit¢
kaP
卅

1
)

一
三
二
頁

㈱

同
上

一
四
九
頁

㈱

同
上

一
六
七
頁

圃

枕
草
子
巻
十

一
、

「
初
瀬

に
詣

で
て
局
に
ゐ
た
る
に
、

あ
や
し
き
下
衆
共
の
、
後

さ
し
ま
ぜ

つ
つ
、
居
並

み
た

る
氣
色

こ
そ
な
い
が
し
ろ
な
れ
。

い
み
じ
き
心
を
お
こ
し
て
詣

で
た
る
に
、

川
の
音

な
ど

の
恐
し
き
に
、
く
れ
は
し
を
登
り
困
じ
て
、

い

つ
し
か
佛

の
御
顔

を
お
が
み
奉
ら
ん
と
、
局

に
急
ぎ
入
た
る
に
、
蓑
虫

の
や
う
な
る
者

の
、
あ
や
し
き
衣
着

た
る
が
、

い
と
に
く
き
立
居

ぬ
か
づ
き
た
る
は
、
押
し
倒

し

つ
べ
き
心

地

こ

そ

す

れ
。

い
と
や
ん
ご
と
な
き
人
局
ば
か
り

こ
そ
、
前
拂

ひ
あ
れ
、
よ
ろ
し
き
人
は
制

し
煩
ひ

ぬ
か
し
。
頼
も
し
人
の
師

を
呼
び

て
い
は
す
れ
ば
、

「
そ

こ
ど
も
少

し
去

れ
」
な
ど
い
ふ
ほ
ど

こ
そ
あ
れ
、
歩

み
出

ぬ
れ
ば
同
じ
や
う

に
な
り

ぬ
」

(岩
波
文
庫

本
下
巻

一
二
四
頁
)

わ
が
國
往
生
傳
史

上
よ
り
見
た
今

昔
物
語
集
作
者

の
性
向

四
三




